
Hondaの多人数乗用車にはすべてに共通した考えが貫かれています。 

それは、空間の広さと使いやすさに優れていること、そして走って楽しいクルマであることです。 

私たちは、こうしたHondaらしさを踏襲しながらミニバンに上級車としての「質」を求め、 

新しい価値を提案することで乗る人すべてに深い歓びを提供したいと考えました。 

 

私たちが目指したのは、8人の乗員それぞれが満足できるクルマ。 

空間の価値と乗用車の性能を高次元であわせ持ったうえで、先進と上質に満ちた、 

“プレミアム 8シーター”を創造することでした。 

 

ボディの大きさや空間の広さだけでは語れない、実感できるゆとりや豊かさ。 

走行性能を徹底的に追求した、ドライビングを心から堪能できる乗り味。 

そしてフォルムからディテールにまで質の高さにこだわったスタイリング。 

上質とは何かを突き詰め、革新技術、先進技術によって磨き上げていくことで、 

乗る人すべてが質の深さを味わえる、新世代の8人乗りミニバンを実現できたと確信しています。 
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国内にミニバンというカテゴリーを創出したHondaは、�

常に空間のゆとりとドライビングプレジャーの両立に努め、新しい価値を提案してきました。�

そしていま、Hondaならではの先進技術を注ぎ込み、空間の価値、乗用車としての走りの価値、�

安全や環境といった社会的な価値を高次元で融合することで、�

8人の乗員それぞれが満足できる新たなミニバンへと躍進しました。�

�

Ho n d a独自の革新プラットフォーム技術を核に、�

低床化に取り組むことで 3 列すべてにゆとりのある室内高を確保しながら、�

大空間を持つミニバンの概念を超えたワイド＆ロー・フォルムを実現。�

しかも運転のしやすさにも配慮したボディサイズとしました。�

一方、こうして得られた低重心と、先進のパワートレインや高性能シャシーのハイバランスによって、�

このクラスでは成し得なかったレベルのダイナミクスと快適な走り味を獲得。�

さらには、細部に及ぶ質感や深みのある豊かさにも徹底的にこだわるなど、�

乗る人すべてが上質な空間と心地よい走りを享受できる、�

新世代プレミアム8シーターを創造しました。�

�

■［クォリティ・スペース］ 広さと使いやすさ+上級車ならではのしつらえ�

■［クォリティ・パフォーマンス］ 力強さと画期的低燃費の両立+優れたハンドリングと安心感のある乗り心地�

■［クォリティ・スタイリング］ 走りを豊かに表現する、洗練された質の高さ�

同時に、ドライビングをより快適にする［先進機能］や、�

人と社会に配慮した最先端の［安全性能］［環境性能］を身にまとった、�

［エリシオン］を完成しました。�

新世代  プレミアム 8シーター、［エリシオン］。�
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クォリティ�
スペ ース�

クォリティ�
パフォーマンス�

クォリティ�
スタイリング�

新 世 代 �
 プ レ ミ ア ム �
 8 シ ー ター �

安全性能�

先進機能�

環境性能�

誕生 �
ネーミングの由来：［ELYSION（エリシオン）］＝ホメロスのギリシャ神話叙事詩『オデッセイア』に登場する楽園の名前。�

　乗る人すべてが上質な時間を楽しむことができるクルマ、という思いを込めました。�



Honda独自のプラットフォーム技術を核にした、低床・低重心がもたらすゆとりの広さ、安心感の高い乗り心地、�

洗練されたフォルムなどを突き詰めながら、空間にはくつろぎを、走りには力強さと低燃費を、スタイリングには質の高さを追求。�

細部への工夫や、画期的エンジン技術、運転支援機能、さらには高水準の安全技術、環境技術などを投入し、�

3列すべてに先進・上質な、新世代プレミアム 8シーターを実現しています。�

先進機能�

安全性能� 環境性能�
福祉車両�

3列すべてにゆったり快適な�
革新パッケージング�

スマートに使いこなせるユーティリティ�

豊かで快適なしつらえのインテリア�

力強さと低燃費を両立した上質な走り�

安心感の高い操縦安定性と乗り心地�

上級車にふさわしいハイレベルな静粛性�

●広さとスタイリングを両立した�
　フォワードキャビンパッケージング�
●余裕のヘッドクリアランスと�
　開放感を実現した低くフラットなフロア�
●3列目のゆとりと乗り心地を両立した�
　コンパクト設計のリアサスペンション�

●スムーズにアクセスできる優れた乗降性�
●3列目の乗り降りを容易にする大開口スライドドア＆ワンモーション・ウォークイン�
●スマートに乗り降りできる両側パワースライドドア�

●扱いやすく多用途に応えるシートアレンジ�
●フレキシブルに対応するラゲッジスペース�
●手軽に開閉できるパワーテールゲート�

●最上級にもてなすクルーザーラウンジ・インテリア�
●夜間の空間を上品に照らすブルーイルミネーション�
●伸びやかな一体感と開放感のあるインストルメントパネル�
●見やすく美しいスーパー立体自発光メーター�
●ゆったりくつろげる3列大型シート�

●低重心化による優れた安定性�
●優れたハンドリングと乗り心地を発揮する�
　四輪ダブルウイッシュボーン・サスペンション�
●ボディサイズを感じさせない優れた取り回し性�
●剛性、空力に優れたボディ性能�

●アイドリングから高速走行まで徹底したエンジン振動・騒音の低減�
●前後サブフレームフローティングによる�
　優れた乗り心地と静粛性�
●振動や騒音の侵入を効果的に抑える防音パッケージング�

●ゆとりの走りと低燃費を高次元両立した�
　V6 3.0Ri-VTECエンジン�
　・画期的な低燃費エンジン技術�
    「可変シリンダーシステム」採用�
●力強さと低燃費をバランスさせた�
　2.4R DOHC i-VTECエンジン�

洗練された質の高い�
スタイリング�
●クルーザーをモチーフにした�
　ダイナミック＆ハイクォリティ・デザイン�
●存在感のある洗練された�
　ワンモーションフォルム�
●細部にこだわった先進デザインクォリティ�
●ダイナミックラウンド・フロントウインドウ�

危険を未然に防ぐための安全装備� 自車の安全と、相手車両や歩行者への配慮�

追突の危険を知らせ被害を軽減する安全技術�

●自己保護性能の向上と相手車両への攻撃性低減を両立した�
　コンパティビリティ対応ボディ�
●歩行者傷害軽減ボディ�
●サイドカーテンエアバッグシステム（1～3列目シート対応）�
●1列目シート用i-サイドエアバッグシステム�
　（助手席乗員姿勢検知機能付）�
●運転席用＆助手席用i-SRSエアバッグシステム�
他�

●Hondaプリクラッシュ・セーフティ・テクノロジー�
　「追突軽減ブレーキ（CMS）+�
　E-プリテンショナー（運転席／助手席）」�

●AFS（アダプティブ・フロントライティングシステム）�
●VSA（車両挙動安定化制御システム）�
●学習機能付電子制御ブレーキアシスト�

●全タイプ「平成２２年度燃費基準＋5％レベル」を達成�
●全タイプ国土交通省「平成17年排出ガス基準75％低減レベル」認定を取得�

●リサイクル可能率90％以上を実現�
●リサイクル材の使用を拡大�
●鉛レス化を推進し、96年レベルの1/１０以下に削減�
●六価クロムの使用量削減を推進�
●骨格および部材レベルで大幅な軽量化を達成�

低燃費と低排出ガスを高水準で達成�

資源保護の推進�

●ドライバーをサポートする運転支援機能IHCC（インテリジェント・ハイウェイ・クルーズコントロール）�
●リアカメラ付音声認識Honda・HDDナビゲーションシステム+プログレッシブコマンダー�
●リアエンターテインメントシステム　●プレミアムサウンドシステム〈アキュリーフ〉�
●トリプルゾーンコントロール・フルオートエアコンディショナー　●Hondaスマートカードキーシステム　�
●電波式キーレスエントリーシステム　他�

ドライブをより快適にする先進機能＆先進装備�

●フル電動回転・昇降シートを採用した�
　「サイドリフトアップシート車」と�
　「助手席リフトアップシート車」を設定�

上質な移動の時間と空間をすべての人に�

●可変流量サイレンサー採用により出力と静粛性をともに向上�
●ダイレクトでなめらかな5速オートマチックトランスミッション�
●応答性に優れ確かな駆動力を発揮するリアルタイム4WD

クォリティ�
スタイリング�

クォリティ�
スペース�

クォリティ�
パフォーマンス�

5 6

求めたのは、3列す べてへの先進・上質。�

Photo ： VX（FF） 

Photo ： VX（FF） メーカーオプションおよびディーラーオプション装着車　カットボディによる撮影�

■装備はタイプにより設定されない場合があります。詳しくは各技術説明およびP37～38の装備表でご確認ください。�



1,150mm

580mm

450mm

340mm

1,150mm

580mm

450mm

340mm

右側スライドドア�

8名がゆったりと乗れる、広さを実感できる�
室内空間。�
8人全員がゆったりとくつろげる居住性を得るために、室内の高さ、

長さ、幅ともにゆとりを追求しました。床下の構造やリアサスペンシ

ョンの形状などに工夫を施し、床面を低く、しかもフラットに設計。室

内高1,265mmのゆとりを確保しています。また、パワートレインなど

のコンパクト設計によってショートノーズ化を実現し、室内長

2,935mmを達成。膝まわりの余裕を生み出しています。さらに、ワ

イド設計による1,580mmの室内幅が、2列目や3列目の3人乗車の

際にもゆとりを提供。どの席でもゆったりとした居住性を実現してい

ます。�

低くてフラットな床と大開口ドアに加え、�
人の動きを考慮し、全列への優れた乗降性を実現。�
低くてフラットな床に加え、大開口のフロントドアやリアスライドドアにより

全列への優れた乗降性を獲得しています。しかも、1列目では低めのシ

ート設定やサイドシル段差の極小化により、スムーズな足のはこびが可

能。2列目ではセンターピラー下部やシートガーニッシュの形状に工夫を

施し、降車時の良好な足抜けを実現しています。さらに3列目は、スライ

ドドア開口の形状の工夫やワンアクションで操作できる2列目シート

のチップアップ＆スライド機構により、ワンモーション・ウォークインを実現。

2列目シートにチャイルドシートを取り付けた状態でもスライドさせるだけ

で3列目への乗り降りを可能にしています。また、スライドドアにステップ

を用いないことで、ワンステップでの乗降を実現するとともに、2列目左右

席の床面をドアサイドまでフラットにでき、足もとのスペースを広く確保し

ています。�

着座位置の設定に工夫を施し、全席で余裕の�
ヘッドクリアランスと開放的な視界を獲得。�
ゆとりある室内高を活かしながらシートの着座位置を低めに設定する

ことで、3列すべてで自然で快適な着座姿勢が得られるとともに、余裕

のヘッドクリアランスを確保しました。シート座面からルーフまでの寸法は、

1列目1,020mm、2列目1,025mm、3列目940mmと、どの席でも圧迫

感のないゆとりを実現しました。また、アイポイントは、1列目では安心感

が得られる視点の高さを検証し、設定。さらに後列にいくにしたがって

約40mmずつヒップポイントを高くしていくことで、2列目、3列目において

も開放感のある、見晴しのよい視界を獲得しています。�

（数値はすべてVX（FF）サンルーフ非装着車　2列目、3列目の寸法は左側）�

自動開閉でスマートに乗り降りできる、�
パワースライドドア（タッチセンサー／挟み込み防止機構付）。�
（左側はMを除き標準装備／右側はVZに標準装備。Mを除きメーカーオプション）�

キーレスエントリーシステムのリモコンや運転席のスイッチでスライドドア

を自動開閉できるパワースライド機構を採用。ドアに触れずに開閉でき、

荷物をかかえている時にも重宝します。ドアハンドルを直接引くだけで

も自動開閉できます。万一身体や腕が挟まれた場合など、障害物を検

知すると自動的にドアの動きが反転する間接検知機構と、閉まる方向

へ作動中にドア先端のタッチセンサーに触れた場合に反転作動を行う、

直接検知機構も備えています。また、半ドアの位置まで閉めると自動的

に閉まるスライドドアイージークローザーを全タイプに備えています。�

乗員 すべ てに心地よい、�

プレミアム 8シーター・パッケージング。�

クォリティ・スペ ース�

1列目乗降性� 3列目乗降性�

2列目乗降性�

7 8

4,840

1
,7
9
0

2,900

2,935

1,830

1,580

321

単位：mm

＝1,020

＝1,025（左側）�

＝940（左側）�3

2

1 1,265

6mm

数値はすべてHonda測定値�

470mm470mm

サイドシル段差�
6mm

サイドシル段差�

■ボディサイズ及び室内サイズ（VX〈FF〉サンルーフ非装着車）�

■乗降性説明図�

■床面地上高�

作動イメージ�

数値はHonda測定値�

フルオープン可能なスライドドア・パワーウインドウ。�
（全タイプに標準装備）�

スライドドアには昇降タイプのパワーウインドウを採用。しかも窓枠の

下端までフルオープンが可能。パワーウインドウスイッチにはワンタッチで

全開／全閉できるオートスイッチ※も備えました。また、3列目のリアクォ

ーターガラスには、スイング開閉式のウインドウを採用しています。�

※M、Gを除く�

FrontFront

Photo ： X（FF） メーカーオプション装着車�
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操作手順�

用途に応じてフレキシブルに変えられるシートアレンジ。�
8人全員が快適に座れる、というシート本来の機能を高めたうえで、用途

や使用シーンを徹底検証し、使いやすさを追求しました。2列目シート、3

列目シートは、ともに6：4分割チップアップ＆スライド機構を採用。大

きな荷物や長尺物などさまざまな荷物の積載に対応するほか、1列目と2

列目、あるいは2列目と3列目をフラットにすることも可能。しかも、ど

のアレンジも簡単な操作を実現しています。� 大きな荷物もスマートに積載できる�
ラゲッジスペース。�
8名乗車時でもゴルフバッグを2個積載できる容量を確保。必要に

応じて2列目、3列目シートをアレンジすることでさまざまな荷物に対応す

るラゲッジスペースをつくりだすことが可能です。しかも、2列目、3列目シ

ートをともにチップアップ＆スライドすれば、最大で荷室長1,300mm、

容量1,057r※の大空間を活用することができます。�

※ VDA方式によるHonda測定値�

電動で自動開閉。パワーテールゲート。�
（G／VGのサイドリフトアップシート車、X／VXのFF車、VZにメーカーオプション）�

キーレスエントリーシステムのリモコン操作やインストルメントパネル上の

スイッチ操作で、テールゲートのオートオープン／オートクローズが行え

ます。テールゲート内側に設けたスイッチでのオートクローズも可能。も

ちろん手動による操作でも開閉できます。また、オートクローズ作動中に、

万一の挟み込みを防止するためにテールゲート両サイドに一定以上

の抵抗を感知した場合や、オートオープン／オートクローズ作動中にテ

ールゲートに一定以上の抵抗が加わった場合には、警報とともに作動

が反転する機構を備えています。キーレスエントリーシステムとインスト

ルメントパネル上のスイッチでは、誤動作防止のためにスイッチを約1

秒以上押し続けないと作動しない仕様としています。�

使いやすい位置と容量を考慮した、�
豊富な収納装備。�
全席分のカップホルダーをはじめ、大容量で使いやすい収納を適

所に備えています。�

レバー操作だけで簡単に行える、�
2列目回転機構付6：4分割チップアップ＆スライドシート。�
（G（サイドリフトアップシート車を除く）／X／VG（サイドリフトアップシート車を除く）／VXのFF車にメーカーオプション ）�

2列目シートには、3列目の乗り降りなどを容易にするチップアップ＆スライ

ド機構※と、3列目シートとの対座が可能な回転機構を備えました。どち

らの機構もショルダー部の操作レバーを引くだけで簡単に行えます。ま

た、回転機構には回転時にシート同士やドアライニングなどとの干渉を

防ぐために、インターロックを採用しています。�

※ G／VGのサイドリフトアップシート車を除き標準装備�

ラゲッジスペースが簡単に拡大できる、�
3列目6：4分割チップアップ＆スライドシート。�

3列目シートにもチップアップ＆スライド機構を採用。ラゲッジスペース

の拡大に大きく貢献しています。クッション部の前後にそれぞれ操作

レバーを備えているので、室内側からはもちろん、テールゲート側から

の操作も可能にしています。�

乗 車 人 数 やさまざまなシーンに 応じ て �

スマートに使 いこな せる、空 間 ユーティリティ。�

3列目シート チップアップ＆スライド� 2列目、3列目シート チップアップ＆スライド�

2列目、3列目シート 片側チップアップ＆スライド� 1列目、2列目シート フラット�

2列目、3列目シート フラット� 2列目、3列目シート 対座�

操作手順�

1300

1290930

単位：mm

クォリティ・スペ ース�

作動イメージ�

センターロアポケット�

フロントドアポケット�

サングラスボックス�

1列目シートセンターテーブル�
（折りたたみ式／カップホルダー付）（Mを除く）�

3列目シート用サイドポケット／カップホルダー�スライドドア・カップホルダー�

2列目チップアップ＆スライド機構�

　1 ショルダー部の操作レバーを引く�
　2 シートバックが前に倒れ、同時にシートクッションがチップアップ�
　3 前方に押す�

（チップアップのみの場合は、シートクッション前端の�
 チップアップレバーを操作）�

1

2

2 3

2列目回転機構�

　1 ショルダー部の操作レバーを引く�
　2 シートバックが前に倒れ、同時にシートクッションがチップアップ�
　3 180度回転させる�
　4 シートバック、シートクッションをそれぞれ元に戻し、スライドをロックする�

1

2

2
3

4

4

1

1

3列目チップアップ＆スライド機構（テールゲート側からの操作手順）�

チップアップレバーを引き、シートクッションをチップアップ�
スライドレバーを引きながら、前方に押す�

2

2
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ゆとりに満ちた空間にすべての席でくつろげる演出を施した、クルーザーラウンジ・インテリア。�

やさしく包み込むソファ感覚の大型シートを全列に採用。�

新たな手法で質感を深めた木目調パネルやメタル調パーツ。� 夜間の室内をより上質に演出するブルーイルミネーション。（X、VX、VZに標準装備）�

センターコンソールおよび2列目、3列目の夜間演出として、スモール

ランプと連動して作動するブルーイルミネーションを設置。室内を上

品に照らします。�

前席左右の伸びやかな一体感と、開放感のある�
視界を生み出す、インストルメントパネル。�
インストルメントパネルには、左右を太く直線的に貫く木目調パネルを象

徴的に配した水平基調デザインを採用。運転席と助手席の隔りをなく

し空間を共有できるよう、スペースに一体感を持たせました。しかも、メ

ーターパネルとナビゲーションディスプレイ部※を統合し、視界を遮るメ

ーターバイザーの起伏をなくすことにより、インストルメントパネル全体を

フラット化し、両席ともに見晴らしの良い前方視界を生み出しています。

※ ナビゲーションシステムを装備しない場合はオーディオ表示部�

見やすく美しいスーパー立体自発光メーター。�

メーターなどの表示系は視認性とともに新しいデザインを追求しました。

まず、スピードメーターを中心に3つのメーターと液晶ディスプレイを立体

的にレイアウト。そのうえでそれぞれのメーターパネル上部にLEDを配し、

反射レンズに映し出すことでホログラムのような美しく奥行き感のあるグ

ラデーション表示を実現。文字盤が浮き上がって見えるため、より立体

感のある表示を行います。また、大径のスピードメーターは、走行視界と

の焦点差を小さく感じる遠焦点レイアウトとすることで良好な視認性を

獲得しました。そのほか、メーターパネルとナビゲーションディスプレイ部

の統合により、走行情報系のスムーズな視線移動を実現。メーター照明

には、ドアの開閉やイグニション操作に連動して段階的に点灯・消灯さ

せるライトアクションによる演出も施しています。�

多彩な情報を表示するマルチインフォメーション・ディスプレイ。（VZに標準装備）�

腕の動きを考慮して操作性を追求した、�
インパネシフトやスイッチ類のレイアウト。�

疲労軽減を追求し、フィット感に優れた1列目シート。�

す べ て の 乗 員をもてな すし つらえを施した、�

ハイセンス・ハイクォリティ空間。�

ゆとりの空間を最大限に活かしたうえで、「スーパーリラックス」をデ

ザインテーマにクルーザーのラウンジをモチーフとし、3列すべてで心

地よくくつろげるインテリアを追求しました。大きくラウンドしたフロントの

パノラマワイドビュー・ウインドウから流れるように後方まで続く、大きく明

るいグラスエリアが開放感を演出。さらに、やさしく包み込むように仕立

てた大型シートや質感にこだわった木目調パネルを全列に配したほか、

照明装備を効果的に配置するなど、豊かさを実感できるしつらえを施

しています。また、明るく落ち着きのあるインテリアカラーを採用。ソフ

トなコントラストでくつろげる内装としています。�

室内の各所に効果的に配した照明。�

メーターの中央部にオドメーター、トリップメーター、瞬間燃費などを表

示するセンターディスプレイを全タイプに標準装備。さらにVZには、

IHCCやCMSの状態、各種ワーニングなど、多彩な情報を表示する

マルチインフォメーション・ディスプレイを設置しています。�

ステアリングホイールからスムーズに持ちかえられるポジションにインパネ

シフトを配置し、手の移動距離を短くしたうえで操作性のよいストレート

タイプを採用。またセレクトレバーは、手になじむコンパクト形状に木目調

と本革を組み合わせて（X、VX、VZ）質感を高めたほか、夜間でのシ

フトポジションの視認性を高めるLED照明も備えています。そのほか、

インストルメントパネルのスイッチ類は、使用頻度、形状、大きさを考慮し

ながら、腕を伸ばしやすい

位置にレイアウトするなど、

操作性に優れた運転環

境を実現しています。�

1列目シートには、快適性とともに運転操作にも配慮した設計を施しま

した。シートクッションは、シート奥に自然に引き込まれるようにスプリング

を後ろ下がりに設定するとともに、適度な沈み込みと高めのサイド部に

より腰全体を包み込むようにホールド。シートバックは、腰の上部を支え

るスプリング配置とすることで後ろへの沈み込みを抑えています。また、

クッション前部の硬度をやわらげ、ペダル操作時の腿裏への圧迫感を

軽減しています。�

全列にルームランプを配置し、センターパネル

上のスイッチでもON／OFF操作を可能にし

ました。さらに、２列目のドアポケットや３列目のカ

ップホルダーにも照明を配置しています。�

インストルメントパネルやドアライニングなど随所に施した木目調パネルは、

削りだした無垢材のような立体的な造形としました。しかも、装飾として

のみならずインストルメントパネルやドアライニングを支える機能を持たせ

ることによって、これまでにない重

厚感や暖かみのある自然な風合

いを生み出しています。また、メタ

ル調パーツにおいても立体的な造

形とし、細部に硬質なイメージを表現。

これらを組み合わせることで上質

さを演出しています。�

クォリティ・スペ ース�

センターディスプレイ�

8人全員が上級車にふさわしい快適性を得られるために、座り心地を

重視し、ロングドライブでも疲れにくいシートを全列に採用。クッション部、

シートバック部ともに、長さ、幅、厚みすべてにゆとりを持たせたサイズと

しています。特に2列目、3列目シートは、3名乗車でのゆとりはもちろん、

左右席では1列目と同様の快適性

を獲得。また、ソフトなシート素材

やスウェード調のシート素材を採

用し、シート形状とともにやさしく包

み込むようなフィット感を与えること

で、上質なソファのようなゆったりと

くつろげる仕立てのよいシートを完

成しました。�

Photo ： VX（FF） メーカーオプションおよびディーラーオプション装着車　カットボディによる撮影�

Photo ： X（FF） メーカーオプションおよびディーラーオプション装着車　カットボディによる撮影�

Photo ： X（FF） メーカーオプションおよび�
ディーラーオプション装着車　カットボディによる撮影�

Photo ： VX（FF） �
メーカーオプションおよびディーラーオプション装着車　カットボディによる撮影�

Photo ： X（FF）�

Photo ： X（FF）�
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画期的エンジン技術「可変シリンダーシステム」を�
採用し、力強さと低燃費を高次元で両立。�
さらに優れたクリーン性能をも達成した、�
V6 3.0ri-VTECエンジン。（VG、VX、VZ）�

走行状況に応じて6気筒燃焼と3気筒燃焼を切り換える�

「可変シリンダーシステム」。�

Honda独創のVTEC機構を進化させ、6気筒燃焼と3気筒燃焼の

切り換えを実現した画期的な高知能化システム「可変シリンダーシ

ステム」。発進・加速時や登坂時など高出力が必要な場合には、6

気筒すべてを作動させて高い動力性能を確保。クルーズ時など比

較的低い出力で走行できる場合には、片側3気筒を休止させて3気

筒（1.5r）状態で走行することで、優れた燃費性能を発揮します。

しかも気筒休止時には休止側の燃料噴射を停止するほか、休止シ

リンダー内を密閉状態に保つことで吸・排気に伴うポンピングロスを

低減。よりいっそうの低燃費化を図っています。�

インテリジェントに磨かれた上質なクルージングを生む、�

Hond a独創の先進・高性能エンジン。�

6気筒燃焼と3気筒燃焼を切り換える画期的な高知能化システム「可変

シリンダーシステム」を採用した、V6 3.0ri-VTECエンジン。街中から

高速道路まで、V6 3.0rならではの豊かでなめらかな力強さが8名

乗車時でもゆとりの走りを生むとともに、「可変シリンダーシステム」

の気筒休止によって優れた燃費性能を実現。クラストップ※の高出力・

高トルクおよび低燃費を達成しています。これにより「平成22年度燃費

基準＋5%レベル」を達成。同時にハイレベルなクリーン性能も達成した

ことで、国土交通省「平成17年排出ガス基準75%低減レベル」認定

を取得しています。※ 3.0rクラス ミニバン�

低回転域でも切り換わり、しかも素早く作動するVTEC機構。�

エンジン回転数を基準に切り換えを行う通常のVTEC機構では、油圧で

シンクロピストンを押し、リターンスプリングで押し戻す構造としているため、

切り換え時にスプリングを押し込むための油圧を確保するには比較的高

いエンジン回転数を必要とします。「可変シリンダーシステム」では、低回

転域での切り換えが要求されることから、油圧回路を2系統化してシンク

ロピストンを油圧で押し戻す構造とすることで、6気筒から3気筒への低回

転域での切り換えを可能としました。また、ドライバーがアクセルを踏み込

んだ時の、6気筒への応答性のよい切り換えを実現するために、切り換え

油圧を制御する新3方弁ソレノイドスプールバルブを採用。これらにより、

エンジン回転数の影響を受けることなく低回転域でもハイレスポンスな切

り換えを可能にしています。�

アクセル操作に対応し、しかも違和感を与えない切り換え制御。�

「可変シリンダーシステム」は、ドライバーのアクセル操作によるスロットル

開度の情報を基本に、車速やエンジン回転数、ATギアの状態などから

走行状況を検知し、クルーズ状態にあると判断すると3気筒を休止。より

的確な制御を行うために、油温が切り換えに適切であるかの判断（水温

による油温推定）や、キャタライザーの温度低下や上昇しすぎを防ぐ

ための判断（キャタライザー温度推定）なども同時に行なっています。ま

た気筒休止時は、点火タイミング制御、DBW（ドライブ・バイ・ワイヤ）による

スロットル開度調整、ATのロックアップオフ制御などを行い、6気筒燃焼

時とのトルク差によるショックを抑制。切り換えによる違和感をドライバー

に感じさせないスムーズな作動を実現しています。�

吸気効率、排気効率を高め、クラストップ※の高出力・高トルクを達成。�

吸気系では、共鳴過給と慣性過給をそれぞれ効果的に利用できる可変

吸気システムや、大径インテークバルブを採用。吸入充填効率を高めると

ともに圧縮比を11.2に高め、さらに低・中速域で優れたトルク特性が得ら

れるようバルブタイミングを設定しました。また排気系では、低抵抗キャタラ

イザーの採用やエキゾーストパイプの大径化、可変流量サイレンサーの

採用などにより、排気抵抗を大幅に低減。これらにより、184kW［250PS］、

309N･m［31.5o･m］を達成しています。�

※ 3.0rクラス ミニバン�

V6 3.0Ri-VTECエンジン�

＊ ネット値　※ 10・15モード走行（国土交通省審査値）�

■「可変シリンダーシステム」作動イメージ�

■V6 3.0R i-VTECエンジン性能曲線図�

最高出力＊ 184kW［250PS］/6,000rpm　　　�

最大トルク＊ 309N･m［31.5O･m］/5,000rpm　�

燃料消費率※ FF：9.8km/R　4WD：9.5km/R

使用燃料種類 無鉛プレミアムガソリン�

「平成22年度燃費基準＋5%達成車」�

国土交通省「平成17年排出ガス基準75%低減レベル」認定�

［リアバンク休止構造を採用］�

「可変シリンダーシステム」は、横置きV型6気筒レイアウトのリアバンク3

気筒を休止させます。走行中、フロントバンクは冷却に有利であるのと同時

に、気筒休止時のシリンダーヘッド直下キャタライザーの温度を保持して浄

化性能の劣化を防ぐために、リアバンク側に休止構造を採用しています。�

［イリジウムプラグを採用し、気筒休止中でも点火］�

気筒休止状態でも点火プラグがスパークを続けることでプラグの温度低下

を抑え、燃焼状態に切り換わった際のくすぶりによる燃焼不良を防いでい

ます。また、空気のみでの点火は混合気よりも絶縁抵抗が高く電圧が高く

なるため、高電圧化によるプラグ電極の摩耗に対して耐久性の高いイリジ

ウムプラグを採用しています。�

■VTEC機構　構造比較�

通常のVTEC構造（DOHC VTEC）� 「可変シリンダーシステム」気筒休止VTEC構造�

■V6 3.0R i -VTECエンジン構造図�

リアバンク構造図�

スプリング�

油圧�
油圧�

油圧�

［6気筒作動時］�
バルブリフト用ロッカーアームと休止
用ロッカーアームをシンクロピストンに
よって連結し、バルブを駆動。�

■「可変シリンダーシステム」気筒休止VTEC構造図�

連結して作動�

吸気側駆動カム�

排気側駆動カム�

排気側駆動カム�

［気筒休止時］�
シンクロピストンを移動させバルブリ
フト用ロッカーアームと休止用ロッカ
ーアームを分離。休止用ロッカーアー
ムはリフト量ゼロのカム上にあるため、
吸・排気バルブとも閉じた状態で休止。�

単独で作動�

作動せず� シンクロピストン�シンクロピストン�

サイドリフトアップ�
シート車は9.1km/R(　　　　　　  )

1000 2000

50

100

150

200

250

300

350

200

3000 4000 5000 6000

軸
出
力（
ネ
ッ
ト
値
）�

軸
ト
ル
ク（
ネ
ッ
ト
値
）�

（kW）�

（N・m）�

（rpm）�

クルーズ� 緩減速� 急減速� 加速� 緩加速�アイドリング�クルーズ�

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

①③クルーズ時（約20Km/h以上、3,500rpm以下、Dレンジでの走行）�

②緩減速時（エンジンブレーキが弱い状況）�

④急減速時（降坂路やフットブレーキ操作時、エンジンブレーキが強く必要な状況）�

⑤アイドリング時�

⑥加速時�

⑦緩加速時（速度安定判断→切り換え）� 3気筒走行�

3気筒走行�

6気筒走行�

3気筒走行� 6気筒走行� 3気筒走行�

走
行
状
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「平成22年度燃費基準＋5%レベル」を達成した、�

クラストップレベル※１の燃費性能。�

「可変シリンダーシステム」によるエンジン単体での大幅な低燃費化

に加え、DBW（ドライブ・バイ・ワイヤ）による緻密なスロットル制御や、

トランスミッション、エアコンディショナーとの協調作動などエンジン負

荷を低減し、実用燃費を向上。圧倒的な低燃費9.8km/r（10・15モ

ード）※2を実現し、「平成22年度燃費基準＋5%レベル」の優れた燃

費性能を達成しています。 ※1 3.0rクラス ミニバン　※2 FF

フロントのショートノーズ化に貢献する軽量・コンパクト設計。�

エンジン補機類の駆動に採用したサーペンタイン式ベルトや、高強度タ

イミングベルトの採用、一体構造のエキゾーストマニホールドなどにより

エンジン全幅をコンパクトにしました。これによりエンジンブロックやシリン

ダーヘッドをコンパクトにでき、アルミダイキャストインテークマニホールド

の採用とあわせて軽量化も実現。キャビン拡大のためのショートノー

ズ化に貢献しています。�

フロントのショートノーズ化に貢献する軽量・コンパクト設計。�

エンジン補機類の駆動に採用したサーペンタイン式ベルトや、サイレ

ントカムチェーン、高剛性ロアブロックの採用などによりコンパクト化を

実現。キャビン拡大のためのショートノーズ化に貢献しています。�

スムーズで燃費向上にも貢献するクルーズコントロール制御。�

可変シリンダーシステムを効率よく切り換えるように、クルーズコントロール

作動時のスロットル制御を最適化。できるだけ気筒休止状態での走行

を多くして燃費を向上し、不要な切り換えを抑えることでスムーズな

走行を可能としています。また、IHCC（車速/車間制御）においても

同様に作動し、前走車に接近しエンジンブレーキが必要な場合や、

加減速を繰り返す前走車に追従する場合には、状況に応じて6気筒

燃焼で走行します。�

自然でリニアなアクセルフィーリングが得られる�

DBW（ドライブ・バイ・ワイヤ）を採用。�

電子制御スロットルコントロールシステム、DBWを採用しました。アクセル

ペダル操作をセンサーによって電気信号に変換し、ECUでエンジン

回転数などから走行状況に最適なスロットル開度を算出。アクチュエ

ーターがスロットルバルブをダイレクトに制御することで、より緻密で自

然なスロットルコントロールを可能にしています。さらに、5速ATとの協

調制御やVSAとの組み合わせに加え、可変シリンダーシステムとも緊

密に協調することで、よりいっそうスムーズでコントローラブルな走りを実

現し、低燃費にも大きく貢献しています。�

国土交通省「平成17年排出ガス基準75%低減レベル」認定を�

取得した優れたクリーン性能。�

「平成22年度燃費基準＋5%レベル」を達成した優れた燃費性能。�

i-VTECシステムによる高度な燃焼制御や低回転時に吸気2バルブの

片方を休止させるVTEC機構に加え、各部のフリクション低減やトラン

スミッション、エアコンディショナーとの協調作動によりエンジン負荷を

低減し、実用燃費を向上。10.2km/r（10・15モード）※を実現し、

「平成22年度燃費基準＋5%レベル」の優れた燃費性能を達成して

います。※ FF

国土交通省「平成17年排出ガス基準75%低減レベル」認定を�

取得した優れたクリーン性能。�

高霧化インジェクター�

床下キャタライザー�

O2センサー�

直下型キャタライザー�

リニアA/Fセンサー�

低速域からの力強さと低燃費を両立し、�
優れたクリーン性能を同時に達成した、�
ハイバランスユニット。�
2.4rDOHC i -VTECエンジン。（M、G、X）�

■2.4RDOHC i-VTECエンジン�

＊ ネット値　※ 10・15モード走行（国土交通省審査値）�

最高出力＊ 118kW［160PS］/5,500rpm　　　�

最大トルク＊ 218N･m［22.2O･m］/4,500rpm　�

燃料消費率※ FF：10.2km/R　4WD：10.0km/R

使用燃料種類 無鉛レギュラーガソリン�

「平成22年度燃費基準＋5%達成車」�

国土交通省「平成17年排出ガス基準75%低減レベル」認定�

Honda独創のVTEC（可

変バルブタイミング・リフト機

構）に加え、吸気バルブタイ

ミングの位相をエンジン負

荷に応じて連続的に制御

するVTC（可変バルブタイ

ミング・コントロール機構）を

組み合わせた、高知能化

バルブタイミング・リフト機構i-VTECシステムにより、118kW［160PS］、

218N･m［22.2kg･m］を発揮。排気抵抗を低減する可変流量サイレ

ンサーの採用などにより、特に常用域で力強いトルクを発生し、街中

から高速クルージングまでゆとりある走りを生み出します。しかも、低回

転時には吸気バルブの片方を休止させるVTEC機構をはじめ、高効

率な燃焼制御により優れた燃費性能を実現。同時にハイレベルなク

リーン性能も達成しています。�

「平成２２年度燃費基準＋5％達成車」表示マーク�
平成２２年度燃費基準を5％以上上回る優れた�
燃費性能を達成した車両に与えられます。�

「平成２２年度燃費基準＋5％達成車」表示マーク�
平成２２年度燃費基準を5％以上上回る優れた�
燃費性能を達成した車両に与えられます。�

シリンダーヘッド内で燃焼ガスを集合させるエキゾーストマニホールド

一体構造とし、両側のシリンダーヘッド直下に高密度キャタライザーを

設置。燃焼ガスの熱損失を大幅に低減し、キャタライザーの早期活性

化を実現することでコールドスタート時の浄化性能を高めています。

さらに、床下にもキャタライザーを設置することで、気筒休止状態が長く

続き片側バンク直下のキャタライザーの温度が低下した場合にも、確実に

排出ガスの浄化を行います。また、直下型キャタライザーそれぞれにリニア

A/FセンサーおよびO2センサーを配置し、きめ細かく空燃比を制御。さら

に高霧化12穴インジェクターを採用したうえできめ細かな制御を行い、より

完全に近い燃焼を実現することで燃焼ガスそのものをクリーン化。そ

の結果、国土交通省「平成17年排出ガス基準75%低減レベル」認定

を取得しています。�

エアアシスト付高霧化インジェクターやリニアA/Fセンサー、セカンダリ－

O2センサーの高精度な空燃比制御により、燃焼ガスそのものをクリーン化。

そのうえで、低ヒートマス排気管を使用した後方排気システムの採用

などによって燃焼ガスの熱損失を低減し、大容量・高密度セルキャタ

ライザーの浄化性能を最大限に発揮させることで、優れたクリーン性能

を実現しています。その結果、国土交通省「平成17年排出ガス基準

75%低減レベル」認定を取得しています。�

■ 2.4R DOHC i-VTECエンジン性能曲線図�

クォリティ・パフォーマンス�

「平成17年排出ガス基準75％低減レベル」認定車表示マーク�
平成17年排出ガス規制のNMHC、NOxについて基準値を75％以上
下回る優秀な環境性能を達成した車両に与えられます。�

「平成17年排出ガス基準75％低減レベル」認定車表示マーク�
平成17年排出ガス規制のNMHC、NOxについて基準値を75％以上
下回る優秀な環境性能を達成した車両に与えられます。�
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メインクラッチ�
ワンウェイカムユニット�
パイロットクラッチ� 油圧ピストン作動�
油圧ピストン�

通常走行（ＦＦ）� 雪上登坂等（油圧作動：4WD）�

ワンウェイカム作動�

雪上走行等（カム作動：4WD）�
前・後輪の回転差が微小� 前・後輪の回転差が大�

■カムユニット搭載リアルタイム4WD構造図�

■カムユニット搭載リアルタイム4WD作動イメージ�
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エンジンの性能を最大限に引き出す、5速オートマチックトランスミッション。�
それぞれのエンジンの特性を活かし、力強い加速と低燃費を同時

に実現する5速オートマチックトランスミッションを採用。リニアソレノ

イドによるダイレクト制御に加え、ギアレシオをクロスかつワイドに設定

することで、鋭い発進性能とスムーズな加速、優れた高速クルーズ

燃費を両立しています。また、主にエンジンブレーキを必要とする際

に、1速から3速までの自動変速に固定できる「D3スイッチ」を備え

ています。�

カムユニット搭載により素早い駆動力伝達を�
実現したリアルタイム4WD。�
通常はほぼFF状態で走行し、発進・加速時や雪道など走行状況に

応じて後輪にも適切な駆動力を配分するHonda独自のリアルタイム

4WDシステム。軽量・コンパクト設計で頼もしい走破性と軽快な走り、

そして低燃費や静粛性にも優れた特長を活かしながら、後輪へトルクを

伝達するデュアルポンプシステムにカムユニットを追加することで、前

輪の空転検知能力を大幅に向上。FF←→4WDの切り換えを瞬時に

行い、雪道などでの発進性やコーナリングの安定性を飛躍的に高め

ています。�［不要な変速を抑えるシフトホールド制御。］�

走行状態に応じて知能的なシフト制御を行うプロスマテックを進化させ、

ドライバーのシフト感覚により近い制御を行うシフトホールド制御を採

用しました。Dポジションでの走行時に、ドライバーのアクセル操作や車

速変化などから走行状態を瞬時に判断し、最適に変速制御。特にワイン

ディングなどでのスポーティな走行時には、アクセルのオン／オフによる

不要な変速を抑え、充分なエンジンブレーキによる減速やタイムラグの

ない鋭い加速が得られます。�

あらゆるシーンで力強くなめらかな走りを発揮する、�

高知能・高精度な駆動系メカニズム。�

リニアなレスポンスを発揮する、�

2.4rエンジン用チューニング。（M、G、X）�

低フリクションクラッチや高効率・超薄型トルクコンバーター、複列式アイ

ドルギアなどの採用により、高効率・コンパクト化を実現。さらに、トルクコ

ンバーターのポンプシェルへの高強度素材の採用や、ファイナルギアへ

の高強度ギア材の採用により耐久性を高め、高トルクに対応。トルクフ

ルなエンジン性能を確実に引き出します。また、減速時のロックアップ領

域を拡大し、優れた燃費性能も同時に獲得しています。�

タイムラグを感じさせずに後輪への駆動力伝達を�

瞬時に行うカム機構。�

4WD車でもFF車と同様の低床化を実現。�

4WDはFFに対し、プロペラシャフトやリアデファレンシャル、ドライブシ

ャフトなど床下に配置する要素が多くなります。エリシオンは、燃料タン

クの形状など4WD専用の設計を施すことで、FF車同様の低床を実現

しています。�

可変シリンダーシステムの特性を活かした、�

3.0rエンジン用チューニング。（VG、VX、VZ）�

可変シリンダーシステムの特性を活かしたレシオ設定や、DBWをはじ

めとするエンジンデバイスとの緻密な連携による減速時のロックアップ

領域の拡大などエンジンとのマッチングを図り、質の高いゆとりある走り

と優れた燃費性能を同時に獲得しています。また、雪道など滑りやす

い路面での発進時に、Dポジションで2速発進になるスノーモードも備え

ています。�

■シフトホールド制御作動イメージ図�

［可変シリンダーシステムの特性を活かし、加速性能と低燃費を両立させるレシオ設定。］�

5速のレシオを低めに設定し、4-5速間をクロスレシオ化。これにより5速ク

ルーズ走行からのキックダウンが迅速かつスムーズに行われ、高速道路で

の追い越し時などに効果を発揮します。通常、ローレシオ化すると、同速度

ではエンジン回転数が高くなるため燃費にはよい影響とはなりませんが、

可変シリンダーシステムによる大幅な低燃費化により、加速性能との両立

を図ったレシオ設定としています。また、このローレシオ化によって気筒休

止領域の拡大化も実現。力強い動力性能と低燃費の両立に大きく貢献して

います。�

［気筒休止状態でのロックアップ作動時の振動を効果的に低減。］�

ロックアップ作動時に発生するエンジン回転変動による振動は、気筒休止

状態では大きくなります。この振動を低減するために、ロックアップダンパ

ーに2段階のバネ特性を持つロングトーションスプリングを採用しました。

気筒休止状態ではバネ定数の低いスプリング特性で振動を受け止め、回転

変動を効果的に吸収。6気筒作動時と同等の振動レベルに抑えています。�

［減速ロックアップとフューエルカット領域を拡大し、低燃費に貢献。］�

5速→4速、4速→3速までの減速ロックアップにより、連続したフューエルカ

ットを可能としました。また、降坂路と判断した場合には6気筒状態となり、エ

ンジンブレーキ効果を高めます。�

減速ロックアップ／燃料カット�旧システム�

減速ロックアップ／燃料カット�エリシオン�

5速　4速へ変速�

燃費向上�

4速　3速へ変速�3速　1速へ変速�

0 km/h20406080

80km/hから停止した場合�

減速／燃料噴射�

減速／燃料噴射�

デュアルポンプシステムは、前輪の回転数が後輪の回転数を上回った

場合に、その回転差によって発生する油圧でクラッチを接続し、後輪へ

駆動力を伝達します。クラッチ作動油圧は前・後輪の回転差に比例し

て大きくなるため、回転差が小さい領域では充分なトルクを後輪へ伝達

させるには限界がありました。これに対し、デュアルポンプシステムのクラ

ッチ機構に、2つのカムでボールを挟み込んだボールカムとパイロットクラ

ッチで構成されるワンウェイカムユニットを追加することで、前・後輪の回

転差が微小な段階で2つのカムがボールによって押し広げられ、メイン

クラッチを瞬時に接続。クラッチ作動油圧が充分に発生する前にメイン

クラッチを一定の力で押しつけることで、タイムラグを感じさせずに駆動

力を伝達し、力強い発進加速を行います。前・後輪の回転差が大きく

なると、充分に発生したクラッ

チ作動油圧によって強力にメイ

ンクラッチを押しつけ、駆動力を

後輪に伝達。たくましい走破性

を発揮します。�

STOP

3

3

3

4

5

5 3

ブレーキ�

シフトホールド制御�

従来制御�

アクセルオフで�
シフトアップ�

3 3速のまま�
コーナー立ち上がり�

アクセルオフで�
3速ホールド�

コーナーの立ち上がりで�
5速→3速にキックダウン�

クォリティ・パフォーマンス�

Photo ： VX（FF） ディーラーオプション装着車�

Photo ： X（FF）�
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確かなハンドリングと安心感の高い乗り心地�
をもたらす、高次元なシャシーバランス。�
高速走行時の直進安定性、旋回時のハンドリングや乗り心地。これ

らを高いレベルで達成するために、低重心化を図りながらプレミアム

8シータ－にふさわしいサスペンションセッティングを施しました。前後

ロールセンター高と仮想アーム長を適正化して旋回時の姿勢変化

を低減し、常に前下がりのロール姿勢を保つことで応答性、安定性

を高めています。さらに、フロントのアンチダイブ角、リアのアンチリフ

ト角をそれぞれ増加。加減速時の姿勢変化を抑制するとともにスプ

リングの低バネレート化を可能にし、乗り心地を向上しています。そ

のほか、ブッシュ類の容量や硬度などの設定、取り付け点の高剛性

化など、細部にわたって特性を突き詰めることで、安心感のある操

縦安定性と上質な乗り心地を両立しています。�

安定感のある走りをしっかりと支え、�
安心感のある快適な空間を形成する、�
高精度なボディ設計。�
高い剛性を確保する強固な骨格構造としたうえで、軽量部材を効果

的に採用し、空力処理や防音・制振処理を徹底して施すことで、走行

安定性や燃費性能、静粛性などをハイレベルで実現。また、細部の

品質やドアの閉まり音にまでこだわるなどクルマ全体としてのトータル

クォリティを高めています。�

ダブルウイッシュボーン・フロントサスペンションを採用。�

新世代プレミアム 8シーターにふさわしい、�

質の深いシャシー＆ボディ。�

操作性に優れたパワーステアリング。�

車重やステアリングラックゲインを考慮しながら充分な油圧容量を確

保したうえで、可変フォースコントロールバルブの採用によって低速時

の軽快な取り回しと高速時のしっかり感を両立。さらに2.4rDOHC 

i-VTECエンジンには可変容量パワーステアリングポンプを採用し、低

燃費をも図っています。�

剛性感があり、コントロールしやすいブレーキシステム。�

フロントには16インチホイール用ベンチレーテッドディスクブレーキ＋

2ポットキャリパー、リアには16インチホイール用ドラムインディスクブレーキ

を採用。フロントは、ブレーキディスクの大径化とともにブレーキキャリ

パーの剛性を上げ、確かな制動性能を発揮します。また、リンク式ブ

レーキペダルを採用したうえで、ペダルレシオの設定やマスターパワー

の特性を最適にすることで、踏んだ分だけしっかり効くコントロールしや

すいブレーキフィールを獲得しています。�

運動性能と乗り心地を向上する、軽量・高剛性ボディ。�

低床化にも貢献する大断面フロアフレームを前後にストレートに通し、

制振効果の高い箇所へクロスメンバーを配置。適切な断面形状を持

たせたピラーでルーフとつなぎ、さらにガセットで補強を加え強固なキャ

ビン骨格を形成。曲げ剛性やねじり剛性といった静剛性はもちろん、特

にテールゲート開口部をはじめリアまわりを徹底強化するなど、動剛性

も向上。極めて高い操縦安定性を獲得し、快適な乗り心地に貢献して

います。また、フロアフレームをはじめボディの骨格主要部材に軽量で

強度の高い高張力鋼板（ハイテン材）を採用。通常の部材を使用した

場合に比べ約24kgの軽量化を実現しています。�

細部にまで処理を施した、ハイレベルな空力性能。�

高速走行時の安定性や静粛性、燃費などさまざまな性能に関わる空

力性能を徹底的に高めました。流麗なワンモーションフォルムのボディ

形状としたうえで、フラッシュサーフェス化の徹底や、ボディ下面にまで

施した整流処理などにより、優れた空力性能を実現しています。また、

フロントピラーやドアミラー、ボンネットフード後端部の形状を最適化し、

風をスムーズに後方へ流すことで風切り音を大幅に低減しています。�

ボディサイズを感じさせない良好な取り回し性。�

トレーリングアーム・ダブルウイッシュボーン・リアサスペンションを採用。�

直進安定性と乗り心地の双方に効果を発揮する、

A型ロアアームおよび大径コンプライアンスブッ

シュを採用。また、高速旋回制動時にヨー

モーメントを打ち消すようにフロント内輪を

トーイン方向に制御するなど、操縦安定性

をいっそう高めています。�

215サイズのワイドタイヤを装着しながら、最小回転半径5.7mを達成。

しかもサイズ感のつかみやすいボディ形状や操作性に優れたパワー

ステアリングなどにより、良好な取り回し性を実現しています。�

ソフトな踏み心地でしっかりと停まる高効率フット式パーキングブレーキ。�

足踏み解除タイプのフット式パーキングブレーキは、踏み込み後にワイヤ

ーテンションの微小な低下（ペダルがわずかに戻る現象）が生じます。

これをなくす構造とすることで、従来構造と同じブレーキ出力を得るため

のペダルストロークを減らすことができ、ペダル操作荷重を低減。その結

果、ソフトな踏み込みでしっかりとしたブレーキ力を得ることができます。�

■軽量・高剛性ボディ構造図�

ダンパーとスプリングを別体としたうえでスプリングをフロア下に配置し、ダ

ンパーハウジングをコンパクトにすることで低床・フラット化に大きく貢献し

ています。アームの効果的な配置やハブベアリングのユニット化などによ

って、キャンバー剛性を向上。接地点剛性を高めたことで応答性や安定

性を向上するとともにバネ下重量を軽減しています。さらに、コンプライア

ンスステア特性の活用によりサイドフォースに

対する安定性を向上するとともにマウント

ブッシュの低バネレート化を実現。8名乗

車や積載による重量増にも対応しな

がら、高い走行安定性と優れた乗り心

地を両立しています。�

●エンジンアンダーカバー�
●インナーフェンダーストレイキ�

●フロントワイパーに風の当たらない�
　ボンネットフード後端形状�
●剥離渦の少ないフロントピラー形状�
●空力ドアミラー�

●ルーフ後端ラウンド形状�
●リアピラー絞り形状�
●リアアンダースポイラー�

■空力性能向上対策�

クォリティ・パフォーマンス�

ハイテン材使用部位�

最小回転半径�

5.7m
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振動や騒音を発生源で低減し、さらに室内への侵入を抑制する、防音パッケージング。 
ボディ骨格やシャシーまわり各部の剛性を高めたうえで、振動・騒音を発

生源で低減し、エンジンや路面から室内に伝わる振動を効果的に抑制。

さらに、室内に侵入するノイズの遮音・吸音処理などを徹底して施して

います。どの座席にいても静かで心地よい空間を生み出しています。 

フロントまわりの静粛性／V6 3.0ri-VTECエンジン 

静かで快適な移動時間を提供 する、 

ハイレベ ルな静粛性 。 

フロントまわりの静粛性／2.4ri-VTECエンジン 

エンジンマウントブラケットのアルミ化による軽量・高剛性化や、エキ

ゾーストマニホールドのサス・メッシュの高密度化による振動低減、さ

らには2次バランサーの採用や、エンジンロアブロックの高剛性化な

どにより、振動・騒音を低減しています。さらに、サブフレームのフロー

ティング支持により、ボディに伝わるエンジンの振動を高効率に吸収。

また、高出力と騒音低減を両立した可変流量サイレンサーを採用す

るなど、静粛性をより向上しています。 

リアまわりの静粛性 

リアサブフレームのフローティング支持と、リアサスペンションのフロントア

ッパーアームやリアナックル、アルミホイールなどを軽量・高剛性化し

たほか、徹底したシミュレーション解析により、サスペンションからの振

動入力を効果的に低減しています。 

キャビンまわりの静粛性 

ノイズの侵入経路を分析し、防音材を適所に配置することでノイズ

の室内への侵入を低減。そのうえで、床下やルーフを中心に軽量で

高性能な吸音材を最適に配置し、さらにシート表皮にまで吸音効果

のある素材を採用。大幅な静粛性向上と軽量化を高次元で達成し

ています。 

「可変シリンダーシステム」に対応したアクティブコントロールエンジンマウ

ントやアクティブノイズコントロール、きめ細かなファン制御、低騒音オルタネー

ター、低速時のエンジンこもり音に効果がある可変流量サイレンサーの採

用などにより気筒休止時であっても高い静粛性を確保しています。 

［エンジン振動を予測し打ち消すように作動する、アクティブコントロールエンジンマウント］ 

気筒休止時には、片側3気筒のみが燃焼エネルギーを発生するためエン

ジン振動が増大します。この振動をクランク回転変動から推定して打ち消

すように作動する、アクティブコントロールエンジンマウントを採用。エン

ジンの前後を支持するこのマウントは、液封マウントの下部に内蔵したア

クチュエーターを、エンジン振動に対し同位相・同周期で伸縮させることで

振動を吸収。気筒休止状態であることを感じさせない高い防振性能を実

現しています。 

［気筒休止時のこもり音を打ち消す、アクティブノイズコントロール］ 

気筒休止時のエンジンからのこもり音をさらに低減するために、こもり音と

逆位相の音を発生して打ち消す、アクティブノイズコントロールを採用しま

した。エンジン回転パルスをもとに、制御対象の周波数を特定し、打ち消し

信号を生成。オーディオスピーカーから音として出力し、こもり音を低減し

ます。さらに、センターパネルと3列目のルーフに内蔵したマイクからの入

力を常に分析し、打ち消し信号を随時更新することで精度を高めています。 

■エンジンマウント構造図（V6 3.0R i-VTEC） 

■エンジンマウント概念図（V6 3.0R i-VTEC） 

■エンジンマウントシステム構成図（V6 3.0R i-VTEC） 

ボディ 

エンジン振動変位 
時間 時間 

マウント アクチュエーター 

トルク変動による 
ロール方向の力 

マウントゴムの変形により、 
車体に振動が伝達する 

振動に同期してアクチュエーター 
を伸縮させることで、車体に振動 
は伝達しない 

エンジン振動変位 

アクティブマウント 従来マウント 

アクチュエーター 

ボディ 

サイドマウント 

エンジン 

基準信号 
駆動電流 

トランスミッションマウント 

フロント 
アクティブ 
マウント 

リア 
アクティブ 
マウント 

アクティブ 
コントロール 
エンジンマウント 

ECU

PGM-FI 
ECU

1

1

2

2

■エンジンマウント構造図（2.4R i-VTEC） 

■リアサブフレーム構造図 

■遮音材配置図 

■吸音材配置図 

フェンダー隔壁 

フロントピラーウレタンブロック 

ノイズの侵入経路 

センターピラーインナーウレタンブロック ドアトリムシール 

リアホイールハウスメルシート 

サイドライニング遮音ダクト 

エアアウトレット 

リアインナーフェンダー ピラー内発泡ウレタン ドアホールシール2枚張り 

フローティング・ラバー 

ラバー 

マイク一体 
コントローラー 

オーディオアンプ 

マイク 

■アクティブノイズコントロール概念図（V6 3.0R i-VTEC） 

フロントスピーカー リアスピーカー 

吸音ルーフライニング 

インパネ裏インシュレータ－（ヒーターダクト上） 

ダッシュボードインシュレータ－（吸音タイプ） 

フロアインシュレータ－（吸音タイプ） 

リアインナーフェンダー 

ボンネットインシュレータ－ 

フェンダー隔壁 

インパネアンダーカバー 

テールゲート内吸音材（シンサレート） 

ルーフライニング裏吸音材（シンサレート） 

クォリティ・パフォーマンス  



クォリティ・スタイリング�
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大型クルーザーをモチーフに、大きな開放感、伸びやかな力強さ、�
洗練された存在感を融合したエクステリアデザイン。�
エクステリアは、豊かな空間を連想する「四角」と先進的で走りを

イメージさせる「丸（流線型）」の融合をテーマに取り組みました。

大海原をダイナミックに疾走するクルーザーをモチーフに選び、スピード感、

力強さ、開放感など、イメージを重ねていきました。シャープなフロント

セクションから大きくラウンドしたフロントウインドウ、後方の豊かな居住

空間までを融合するワンモーションフォルムを完成。シンプルな面にメリ

ハリのある造形を丹念につくり込み、キャビンのゆとりを感じさせながら

乗用車としての洗練された存在感を生み出しています。�

ワイド＆ローの流 麗なフォルムで、豊かで高質な存在感 を主張する�

ハイクォリティ・スタイリング。�

力強い走りとキャビンの大きな開放感を感じさせる、�

伸びやかなサイドビュー。�

大きくラウンドしたフロントウインドウからなめらかに後方まで続くグラスエ

リア。フロントピラー、センターピラー、リアクォーターピラーを高光沢なブ

ラックアウトとすることでグラスエリアに一体感を持たせ、キャビン全体の

大きな開放感を表現しています。また、ヘッドライト後端からスライドドア

レール、リアコンビネーションランプまでを強くストレートなキャラクターラインが結

び、スピード感のある伸びやかさを表現。そして、大きく張り出したリア

フェンダーフレアが力強さを主張しています。�

シンプルかつ重厚感のある、�

洗練されたリアビュー。�

リアバンパーは上下に厚みを持たせ、リアフェンダーフレア、テールゲ

ートと融合させたデザインとしました。左右に配したツインサイレンサ

ー（VG、VX、VZ）や横基調でスピード感のあるコンビネーションランプとと

もに走りのよいイメージを生み出しています。また、ルーフラインに沿っ

てサイドウインドウから回し込まれたハイマウントストップランプがキャ

ビン全体のラウンド感を表現しています。�

ルからサイドまで大きく回り込んだ薄型ヘッドライトにより横方向のラウンド感

を表現。さらに、プレスラインのないプレーンなボンネットフードがグラスエリ

アやルーフ方向へもスムーズにつながり美しい流線型を形づくっています。�

安定感を持たせながら大きくラウンドさせた、ダイナミックなフロントビュー。�

全高よりも全幅の広い安定したフォルムとしたうえで、フロントバンパー

からフェンダーにかけてボリューム感を持たせて低重心イメージを強調。

また、色味の異なるメッキを用いてコントラストをつけた横基調の大型グリ

Photo ： G（FF）�

Photo ： X（FF）�

Photo ： VG（FF）�



先進機能（運転支援機能 ）�
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高速道路での運転負荷を軽減する車速／車間制御機能、�
IHCC（インテリジェント・ハイウェイ・クルーズコントロール）。（VZに標準装備）�
フロントグリル内に設けた耐候性に優れたミリ波レーダーにより、前

方100m、角度16度の範囲で前走車との距離を測定し、車速セン

サーやヨーレートセンサーによって自車の走行状態を検出。通常の

クルーズコントロール同様、設定した速度を保つ走行のほか、同一

車線の前走車の有無によって車速・車間を自動制御します。�

リアカメラ付音声認識�
Honda・HDDナビゲーションシステム＋�
プログレッシブコマンダー。（VG、VX、VZに標準装備。G、Xにメーカーオプション）�
最新のHDDナビゲーションシステムを採用。大画面8インチワイドモニ

ターを組み合わせました。ハードディスクの大容量や高速処理性を活

かし、画面表示やルート検索などナビゲーションとしての基本性能や

多機能性を大幅に高めています。そのうえで、音声認識機能に加え、

操作性を大きく進化させたプログレッシブコマンダーを採用。わかりや

すい階層構造のメニューと合わせスピーディーな操作が可能です。ま

た、書き込み可能なハードディスクならではの音楽をストックできるサウ

ンドコンテナ機能など多彩な機能を備えたほか、「インターナビ・プレミ

アムクラブ」のサービスに対応できるなど、カーライフをより快適にサポ

ートする高機能システムに仕上がっています。�

さらに快適で安心なカーライフのために、�
情報性能とサービス品質を追求した、インターナビ・プレミアムクラブ。�
ナビゲーションシステムと携帯電話※1で利用できる、Honda独自のドライ

ブサポートサービス。音声認識Honda・HDDナビゲーションシステムと

お手持ちの携帯電話※1との接続により、全国の最新道路交通情報を

はじめ利用者個人のリクエストに応じたさまざまな情報の入手が可能で

す。ドライブを、そしてカーライフをよりいっそう快適にサポートします。�

（入会金、年会費無料。携帯電話の通信料はお客さまのご負担となります。）�

車速／車間を制御 する、�

先進・インテリジェント機能 。�

快適性と最上の心地よさにあふれる、�

先進・高機能装備。�

先進機能（快適装備 ）�

●IHCCは前方不注意の危険性を解消する装置ではありません。車間距離制御、車間接近警報、
　減速能力には限界があります。�
●道路状況、天候状況によっては使用できない場合があります。�

■車速／車間制御機能〔IHCC〕の基本制御パターン（概念図）�
＜●レーダー検知範囲：車両前方100m以内 角度16度 ●作動車速：45km/h～100km/h＞�

定速制御 希望の車速に設定することにより、定速走行を開始。�

減速制御 自車線の前走車が設定車速より遅い場合、スロットルやブレーキの制御�
 を行い減速。前走車の急ブレーキや割りこみなどで減速しきれない場�
 合は、警告音と表示でドライバーの操作（ブレーキ等）を促します。�

追従制御 前走車の車速変化に合わせて、設定した車間になるよう追従（車速の�
 上限は設定車速まで）。車間は3段階に設定可能。�

加速制御 自車線の前走車が車線変更した場合は、設定車速までゆるやかに加速�
 し、定速走行に戻ります。�

定速制御�
前走車なし�

減速制御�
前走車検知�

追従制御�
前走車に追従�

加速制御�
前走車離脱�

画面表示とリンクしたイメージどおりの操作が行える、�

プログレッシブコマンダー。�

8方向＋プッシュのジョイスティックとダイヤル式のコマンドホイールを組み合

わせた、プログレッシブコマンダーを採用。複数の操作が1カ所で行えるうえ、

画面上も操作とリンクした表示とすることで、選択、決定、スクロールなどが

イメージどおりに行えます。そのため、モニターは運転中でも視線移動の少

ない位置に、コマンダーは手を伸ばしやすい位置にレイアウトしています。

また、現在地、目的地、メニューなど使用頻度の高い機能は、大型のスイッ

チとしてコマンダーの周囲に配置。操作性をいっそう高めています。�

高精度で使いやすい音声認識機能。�

ステアリングホイールの音声認識スイッチを押して、声に出して指示すれば、ナ

ビゲーション機能に加え、オーディオやエアコンの操作が可能。また、インターナ

ビ・プレミアムクラブとの連携でさまざまな情報提供を受けることができます。�

インターナビVICS VICSセンターから収集した全国の道路交通情報をインター

ナビ情報センターから入手でき、都道府県をまたぐ場合でも目的地方面の最新情

報を入手でき、最短時間で到着可能なルートを案内します。�

［プレミアムメンバーズVICS（世界初※2）］ VICS情報未提供の道路でもインターナビ情報センターが�

独自に設定した道路区間であれば、メンバーのクルマから走行所用時間情報をアップデートし、その付近を

走行するメンバー間で最新の道路交通情報を共有。経路誘導に反映させます。�

［駐車場セレクト］ クルマのサイズを自動認識した上で、駐車料金、営業時間など希望条件に合う駐車場のみを案内。�

［渋滞予測情報（世界初※2）］ 蓄積された渋滞データにもとづき、交通状況の変化を予測した最短時間ルートを案内。�

表現が豊かな描画性能。�

ハードディスクの大容量・高速性を活かし、見やすくきれいな画面表示

を実現しました。アンチエイリアス（ジャギー補正）やアルファブレンド（透

過処理）、グラデーション（階調表示）などにより表現力を向上。表示

色も32,000色に対応しています。�

充実したエンターテインメント機能。�

好みの音楽CDから最大約800曲分（1曲6MBとして計算）をハード

ディスクに録音できるサウンドコンテナ機能をはじめ、DVDビデオ再生

やスケジューラーなど多くの機能を備えています。�

［ルート案内機能］�
ルート学習 よく通るルート（自宅周辺など）を自動的に学習し、ルート計算に反映。�
回避ルート設定 通りたくないエリアを登録することで、そのエリアを避けてルートを案内。�
渋滞回避自動ルート再計算 ルート上に渋滞が発生した場合に渋滞を回避するルートを自動再計算。�
登録ルート設定 通りたいルートを登録することで、必ずそこを通るルートを案内。�
誘導条件設定 あらかじめ登録地に「高速優先する/しない」などの条件を設定可能。�
ランドマーク音声案内 ルート案内の目印となるランドマークを音声で案内。 �

�
［画面表示機能］�
駐車場マップ 全国約110ヶ所の地下駐車場、立体駐車場を収録。�
都市高速マップ 首都高速道路などの都市高速道路で、状況に合わせて�
 ビューを自動切り替え。�
ビジュアルランドマーク 主要なランドマークをリアルなグラフィックで表示。�
空表現 朝、昼、夕方、夜といった時刻での変化に加え、ネットワーク�
 経由で天気情報を取得し、雨、曇り、雪なども表現。�
天気表示 ネットワーク経由で日本全国の天気予報情報を取得し、�
 地図上に表示。�

駐車場マップ�

都市高速マップ�

ビジュアルランドマーク�

（入会金／年会費無料）�

地図データ更新 24ヵ月点検時に、ハードディスク地図情報を無償でアップデートします。�

カーナビ向け情報 ニュースや天気、ドライブスポット情報など、�
豊富なコンテンツが利用可能です。�

音声案内／読み上げ ナビゲーションのハンズフリー通話機能に加え、お気に入りの�
コンテンツなど、音声での呼び出し、読み上げが可能です。�

メール送受信 メール交換が可能。音声で新着メールのチェックもできます。�

パーソナル・ホームページ パソコンや携帯電話に個人専用ホームページを提供します。�

愛車メンテナンス情報 オイル交換などのメンテナンス時期、任意保険の更新時期などをお知らせします。�

Hondaネットワークによる安心のカスタマーケア。VG、VX、VZは初度登録年月より3年間無償。
その後、有償にて継続することが可能です。G、Xのプレミアムクラブ会員には有償で承ります。
（要入会金、年会費。入会日より１年間有効。継続することも可能です）�

アクティブ車輪速センサー�

IHCCスイッチ�

作動表示ディスプレイ�

PGM-FI（AT）ECU

ヨ－レートセンサー�

■IHCCのシステム構成�

IHCC  E CU

VSA-ECU一体型油圧ユニット�

ミ リ 波 レ ー ダ ー �

DBW（ドライブ・バイ・ワイヤ）�

（VG、VX、VZに3年間標準付帯）�

減速制御�

追従制御�

加速制御�

Photo ： VG（FF）�

※1 情報を取得するには、NTT DoCoMo、ボーダフォン、au、ツーカーの携帯電話が必要です。一部の機種ではサービ
スをご利用になれない場合があります。　※2 自動車メーカーとして、世界で初めて実用化。�
■VICSは財団法人道路交通情報通信システムセンターの登録商標です。�
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リアエンターテインメントシステム�
（G（サイドリフトアップシート車を除く）、X、VG（サイドリフトアップシート車を除く）、VX、VZにメーカーオプション）�

格納式9インチワイドディスプレイをルーフに備えた2列目、3列目シート

用のAVシステム。専用のDVD／CDプレーヤーやTVチューナーを備え、

ゲームなどを接続できるAV入力端子も装備。付属のワイヤレスヘッド

ホンを使用することで5.1chサラウンドを1列目乗員に気兼ねなく楽しむ

ことができます。また、フロントで選択しているDVD／TV／ビデオの映

像表示はもちろん、ナビゲーションシステムの画面表示や目的地設定

など走行中に制限される操作も自由に行えます。しかも、チャンネル

の切り替えやディスク操作などはすべてリモコンで操作が可能。夜間

でも操作しやすい自照式としています。�

電波式キーレスエントリーシステム（全タイプに標準装備）�
ドアやテールゲートの施錠／解錠に加え、パワースライドドアおよび

パワーテールゲート装備車はそれらのオープン／クローズもできる多機

能型を装備しました。さらに、X、VX、VZにはパワーウインドウ操作も可

能なタイプを装備しています。�

車速連動オートドアロック（全タイプに標準装備）�
発進後、15km/hを超えるとすべてのドアをオートロック。停止後、

ATシフトレバーをPレンジに入れるとロックを解除します。販売会社

で作動条件を好みに合わせてカスタマイズすることもできます。�

親水／ヒーテッドドアミラー＋フロントドア撥水ガラス�
（X、VX、VZに標準装備）�

水を膜状に拡散させるとともに、内蔵ヒーターで曇りや水滴を除去

するドアミラーと、40km/h程度の低速度でも撥水効果を発揮する

ドアガラスを採用。雨の日の視界をクリアに確保します。 

オートライトコントロール（Mを除き標準装備）�
周囲の明るさを検知し、ライトの点灯／消灯を自動制御。ライトの操

作を意識することなく運転に集中できます。�

セキュリティアラーム／イモビライザー�
（全タイプに標準装備）�

キーとエンジン制御ユニットの間で電子認証を行うことで、複製した

キーなどでのエンジンの始動を防止するイモビライザーに加え、ロッ

ク状態のドア、ボンネットフード、テールゲートなどを不正に開けようと

すると、ホーンとハザードで警報を発するセキュリティアラームを装備。

盗難防止性能を高めています。�

トリプルゾーンコントロール・�
フルオートエアコンディショナー�
（X、VX、VZ、G／VGのサイドリフトアップシート車、M／G／VGの4WD車に標準装備。�

G／VGのFF車にメーカーオプション）�

フロントとリアそれぞれにフルオートエアコンディショナーを装備した

うえで、フロントは左右独立温度コントロール式としました。これにより、

運転席／助手席／2列目・3列目シートの3つのゾーンで独立して温

度設定を行えるため、乗員の数やそれぞれの好みに合わせてフレ

キシブルに対応できます。後席の温度調節をフロント側でも操作で

きるほか、フロント左右それぞれに温度調節スイッチを備え、運転席、

助手席ともに使いやすくしています。また、後席用のエアコンアウト

レットを2列目、3列目ともにルーフの左右に2個ずつ設け、全席での

空調性能を高めています。�

Hondaスマートカードキーシステム�
（VX、VZに標準装備。G、X、VGにメーカーオプション）�

超薄型カードキーを携帯していれば、ドアの旋錠/解錠やイグニション

操作が可能。ドアハンドルを握るだけで解錠でき、車を降り、ドアを閉め

て認証エリアから離れるだけで施錠できます。イグニション操作は、イグ

ニションスイッチノブを押した後、通常のキー同様に操作できます。ID

認証は電波を利用しているため、カードキーをカバンなどに入れたまま

でも作動します。また、イモビライザー機能を備え、車両盗難防止にも配

慮しています。�

プレミアムサウンドシステム〈アキュリーフ〉�
（AM/FMチューナー付CDプレイヤー＋7スピーカー）（XのFF車、VX、VZにメーカーオプション）�

スピーカーの素材から配置にいたるまで徹底的に検証し、エリシオンの空

間に合わせて最適なチューニングを施した高品位なオーディオシステム。

原音をきわめて忠実に再現するヘッドユニットに音楽専用リニア高速

出力素子「LAPT※」を使用した250W（50W×5ch）のパワーアンプを

組み合わせ、アルミドームツィーターやケブラコーンスピーカーなど素材に

こだわった7スピーカーでシステムを構成。音のひずみを最小限に抑え、

残響音や音の艶までもリアルに再現できるハイクォリティサウンドを実

現しています。 ※ Linear Amplification Power Transistor

先進機能（快適装備 ）�先 進 機 能（快適装備 ）�

テールゲートガーニッシュにすっきりと内蔵した高感度カメラによる見や

すいカラー映像で、後退時の運転操作をサポートします。�

認証エリアは運転席、助手席およびテールゲートの周辺。�
エンジン始動の際にはカードキーが車内にあることが条件です。�

■Hondaスマートカードキーシステム認証エリア�

■エアフロー図�

リアカメラシステム（VG、VX、VZに標準装備。G、Xにメーカーオプション）�

9インチワイドディスプレイ（格納式）�

超薄型カードキー�

イグニションスイッチノブ�

ワイヤレスヘッドホン×2

自照式ワイヤレスリモコン�

画面はハメコミ合成�
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安 全 性 能 �

クルマとしての基本性能を高めたうえで�
運転にゆとりと安心を与える数々の装備を搭載。�
事故を未然に防ぐためのアクティブセーフティ。�
「走る」「曲がる」「止まる」というクルマの基本性能を徹底的に

突き詰めるとともに、視認性や操作性といった運転のしやすさを

向上。そのうえで、ドライバーの操作などを補助し、安心感を高め

る充実したアクティブセーフティ装備を設定しています。�

ディスチャージヘッドライト（ロービーム）（全タイプに標準装備）�
低消費電力ながらハロゲンヘッドライトの約2倍の光量を発し、照射距

離の長いプロジェクタータイプ・ディスチャージヘッドライトを採用。遠くま

で明るく照らし、走行時の安心感を高めます。ハイビームには、配光特

性に優れたマルチリフレクターヘッドライトを採用しています。�

走行安定性をさらに高める、�
VSA（車両挙動安定化制御システム）。�
（VZに標準装備。VG、VXにメーカーオプション）�

ABS、TCSに、オーバーステアやアンダーステアなどの横滑り抑制を加

えたVSA。ブレーキ制御を4輪制御とし、きめ細かにコントロールするこ

とで、よりスムーズなコーナリングを可能にしました。さらに、エンジントル

ク制御をDBW（ドライブ・バイ・ワイヤ）によるスロットル制御で行うことで、

より高精度な制御を可能にしています。なお、積雪が多い場合など作

動を停止したい場合には、VSAオフスイッチを押すことで作動を解除

することも可能です。�

衝突を予測してドライバーの危険回避行動を�
支援し、衝突時の被害を軽減する、�
Hondaプリクラッシュ・セーフティ・テクノロジー。�
衝突事故に対して、まずは「ドライバーに危険を知らせ回避を支援す

る」こと、そしてなおかつ「衝突が避けられないような状況では可能な

限り被害を軽減する」ことを目的としたHondaプリクラッシュ・セーフテ

ィ・テクノロジー。エリシオンは前走車への追突に対して、ブレーキ制

御とシートベルト制御による追突被害軽減機能を設定しています。�

ブレーキ制御とシートベルト制御で�
追突の危険に対応する、「追突軽減ブレーキ（CMS※）＋�
E-プリテンショナー（運転席／助手席）」�
（VZに標準装備）※Collision Mitigation brake System

追突事故の多くは、ドライバーの前方不注意や前走車との車間距離

の不足などが原因と考えられます。「追突軽減ブレーキ（CMS）＋E-

プリテンショナー」は、走行中はミリ波レーダーにより前走車との距離

や相対速度などを検知し、追突のおそれがあるとコンピューターが判

断した場合には警報を発し、さらに危険度に応じてブレーキとシート

ベルトを制御することで、ドライバーによる危険回避操作を支援すると

ともに追突被害の軽減を図ります。�

緊急ブレーキ時に、より強力にアシストする、�
学習機能付電子制御ブレーキアシスト。�
（VZに標準装備。VG、VXにメーカーオプション）�

全タイプにブレーキアシストを標準装備したうえで、VSA装備車にはよ

り細かい制御が行える電子制御式を採用。CMS、E-プリテンショナー

との協調も図っています。ブレーキペダルの踏み込み速度と踏み込み

量から緊急ブレーキと判断すると、ブレーキ圧を加圧してブレーキ操

作をアシストします。また、ドライバーのブレーキ操作の傾向に合わせ、

アシスト作動ポイントを自動的に設定する学習機能も備えています。�

ヘッドライトの配光を左右にコントロールし、�
旋回時にも進行方向を照らす、�
AFS（アダプティブ・フロントライティングシステム）。�
（VZに標準装備。VG、VXにメーカーオプション）�

カーブや交差点の右左折時などでステアリングを操作すると、ステア

リング舵角に連動して操舵側のヘッドライトユニット（ロービームのみ）が

向きを変え、進行方向を明るく照射。高輝

度で照射距離の長いプロジェクタータイプデ

ィスチャージヘッドライトとあわせ、夜間の視

認性を高めます。乗車人数や荷物量によって

車重が変化しても照射軸を一定に保つオ

ートレベリング機構も備えています。なお、停

車時、5km/h未満での走行時、後退時には

作動しない設定とし、作動を停止したい場

合には、AFSオフスイッチを押すことで作動

を解除することも可能です。�

未然に防ぐ、予測して備える、被害の軽減を図る、�

最新・高水準の安全性能 。�

CMSとともに危険を知らせ、さらに乗員拘束性を高めて�

追突被害の軽減を図る、E-プリテンショナー（運転席／助手席）。�
CMSと連動して作動し、追突の危険性が高い場合に運転席のシー

トベルトを弱く2～3回引き込むことで、体感的な警報を与えます。そし

て追突の回避が困難と判断した場合には、運転席および助手席のシ

ートベルトを強く引き込み拘束効果を高め、CMSとともに追突時の被

害軽減を図ります。また、E-プリテンショナーはCMSとの連動とは別に、

急ブレーキ時に電子制御ブレーキアシストが作動したときにもシートベ

ルトを強く引き込み、乗員の拘束効果を高めます。�

追突を予測してドライバーに危険を知らせ、�

さらに追突速度を低減する、追突軽減ブレーキ（CMS）。�

ミリ波レーダーにより前走車を検知し、追突のおそれがあると判断した

場合に警報（音・表示）でドライバーに知らせ、さらに接近した場合に

は軽いブレーキによる体感警報を行います。そして追突の回避が困

難と判断した場合には強いブレーキ制御を行い、ドライバー自身のブ

レーキ操作との相乗効果によって追突速度を低減。効果的に追突事

故の回避支援とダメージ軽減を図ります。このシステムは、ASV（先

進安全自動車）を提唱する国土交通省の認可を取得しています。�

カーブの先を照らす�

■AFS配光イメージ�

交差点を照らす�

停車時、5km/h未満、後退時は作動しません。�

プロジェクターユニット�
リターンスプリング�

ギアボックス�

上下アジャスターモーター�

オーバーステア抑制� アンダーステア抑制�

外側タイヤにブレーキ�

エンジン出力を抑えるとともに�
リア内側タイヤに�

ブレーキ�

VSAあり�

VSAなし�

VSAなし�
VSAあり�

■VSA作動イメージ�

[オーバーステア抑制]�

ステアリングの急な切り過ぎなどで後輪スリップによる車両の巻き込みが

発生した場合、外輪にブレーキをかけることで車両を安定化。�

[アンダーステア抑制]�

旋回時に前輪がスリップし軌跡がはらんだ場合、エンジントルクを低減し、リ

ア内輪にブレーキをかけることでトレース性を向上。�

[発進制御]�

発進時などで左右輪の路面状況が異なる場合、エンジントルクとブレーキ

力を最適配分し、ホイールスピンを抑制することで、発進性や登坂性を向上。�

●EBD（電子制御制動力配分システム）付ABS＋�
　ブレーキアシストを全タイプに標準装備�

ドライバーに危険
回避操作を促す�

操作支援＆被害軽減�

音と表示�
による警報�

Ｅ-プリテンショナー�

追突軽減ブレーキ�
（CMS）�

軽いブレーキング� 強いブレーキング�

前走車�

■「追突軽減ブレーキ（CMS）＋E-プリテンショナー」基本作動イメージ�

ミリ波レーダーに�
より前走車を検知�

2 さらに接近� 3 追突の回避が困難�

●追突軽減ブレーキ（CMS）は追突を自動で回避したり、自動で停止するシステムではありません。CMSの�
　機能には限界があります。�
●E-プリテンショナーはシートベルトを正しく着用し、正しい運転姿勢をとらないと充分な効果を発揮しません。�
●追突軽減ブレーキ（CMS）＋E-プリテンショナーの作動は、走行状態により異なります。�

1 前走車へ接近�

シートベルトの�
弱い引き込み�
（運転席）�

シートベルトの�
強い引き込み�

（運転席／助手席）�

警報ブザー�
ディスプレイ表示�

警報ブザー�
ディスプレイ表示�

警報ブザー�
ディスプレイ表示�

1 前走車へ接近（追突のおそれがあると判断）　  音と表示による警報�
�
 2 さらに接近　   軽いブレーキングとシートベルトの弱い引き込みによる体感警報�
�
3 追突の回避が困難　   強いブレーキングとシートベルトの強い引き込みによって�
　　　　　　　　　　   回避操作の支援と追突時の被害を軽減�

「追突軽減ブレーキ（CMS）＋E-プリテンショナー」基本作動イメージ�

フロントグリル内に設けたミリ波レーダーにより、前方およそ�

100ｍにわたって前走車を検知。�

1 前走車へ接近�

前走車との距離や相対速度、予測した自車の進路などから追突の�

危険性があると判断した場合、警報（音＋表示）によりドライバーに�

認知および回避操作を促します。�

2 さらに接近�

より強くドライバーに回避操作を促すために、�

音と表示による警報に加え、ＣＭＳの軽いブレーキングと�

Ｅ-プリテンショナーの弱いベルト引き込み（２～３回）によって�

体感的に危険を知らせます。また、この時点でドライバーがブレーキを踏

むとブレーキアシストが作動し、操作支援を行います。�

3 追突の回避が困難�

回避が困難と判断した場合、Ｅ-プリテンショナーが強くベルトを�

引き込みドライバーの拘束効果を高めるとともに、�

ＣＭＳが強いブレーキングを行い追突速度を低減し、�

被害の軽減を図ります。�

■AFS構造図�
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安 全 性 能 �

乗員の「傷害値の低減」と「生存空間の確保」を両立し、�

全方位からの衝突にも対応した衝突安全性能。�

乗員に対する「傷害値の低減」が課題となる前面フルラップ衝突と、「生

存空間の確保」が課題となる前面オフセット衝突の双方を高水準でクリア

することをめざし、独自のGコントロール技術で対応。前面フルラップ衝突55km/h、

前面オフセット衝突64km/hをクリアする、衝突安全性能を実現しています。

また、側面衝突55km/h、後面衝突50km/hにも対応しています。�

リアルワールドでの安全を追求し、独自の目標を設定した�

クルマ相互の衝突実験を実施。�

Hondaは、世界初の屋内型全方位衝突実験施設におけるCar to Car（クルマ相互）の衝突実験をはじめとする、リアルワールドでの衝突安全

研究をさらに推進し、Gコントロール技術をいっそう向上。これまで取り組んできた衝突時に乗員を守る

ための自己保護性能をさらに進化させると同時に、衝突する相手車両への攻撃性低減を図る、独自

の「コンパティビリティ対応ボディ」を実現しました。�

リアルワールドを見据えた自己保護性能の追求�

第1ステージ�

「傷害値の低減」を重視�
前面フルラップ衝突に対応�

「生存空間の確保」を重視�
前面オフセット衝突に対応�

■「傷害値の低減」と「生存空間の確保」を両立する衝突安全技術�

相反する2つの要素を両立させ、�
自己保護性能を向上�

■クルマ相互の衝突実験/テストモード�

双方の衝突速度50km/h

前面オフセット率50％�

相手重量２トンクラスまでの乗用車�テスト車両によるクルマ相互の衝突実験�

Hondaはバリア衝突テストにとどまらず、リアルワールドでの衝突安全

性能の向上をめざし、事故統計の分析から「相手重量2トンクラスまでの

乗用車、双方の衝突速度50km/h、50%前面オフセットの衝突」という独自

の研究目標を設定し、クルマ相互の衝突

実験を実施。まずは第1ステージとして、

乗員保護という視点から衝突安全を追求し、

この目標値をクリアしてきました。�

さまざまな相手車両との衝突を想定した研究を重ねてきた結果、�

第2ステージへと進化した衝突安全技術。�

リアルワールドでのクルマ相互の衝突時には、ボディ骨格の違いによる衝撃吸収

部材のすれ違いや、重量やボディの硬さの違いによって、どちらか一方の車両が

大きなダメージを受けてしまうなど、さまざまな状況が発生します。そこで、これ

らの違いによるさまざまな相手車両との衝突を想定し、クルマ相互の衝突実験を

繰り返し行うことで、大きさや構造、硬さが異なる車両との衝突にも対応する、

コンパティビリティ対応技術の研究を続けてきました。そして、こうした取り組み

の成果として、自己保護性能の向上のみならず、相手車両への攻撃性低減も視野

に入れた、第2ステージへと進化しました。�

重量の違いにより�
軽い車両が押し返される�

ボディ硬度の違いにより�
軟らかいボディは�
つぶれやすい�

ボディ骨格の違いにより�
衝撃吸収部材の�
すれ違いがおこる�

■クルマ相互の衝突を想定した研究課題�

「自己保護性能のさらなる進化」と「相手車両への攻撃性低減」の両立�

第2ステージ�

「相手車両への攻撃性低減」�「相手車両への攻撃性低減」�「自己保護性能のさらなる進化」�「自己保護性能のさらなる進化」�

衝突時に乗員を守るための自己保護性能をいっそう進化させ、同時に衝突する相手車両への攻撃性を低減する。�

この相反する2つの要素を両立させるためには、�

エンジンルームにおいて衝突エネルギーをいかに分散させ、衝撃を効率よく吸収させるかが重要です。�

そこで「相手車両の衝撃吸収部材とのすれ違い防止」「衝突時の衝撃分散化」「高効率なエネルギー吸収」の3つをテーマに、�

衝突安全性能のさらなる高次元化に取り組んでいます。�

その結果、エリシオンはエンジンルームでの高効率なエネルギー吸収により、衝突実験の目標値をクリア。�

高水準な自己保護性能を確保するとともに、相手車両への攻撃性も低減した�

コンパティビリティ対応ボディを実現しています。�

　 高効率なエネルギー吸収により�
キャビンへの負荷を低減�

■コンパティビリティ対応ボディの設計コンセプト�

　 相手車両の衝撃吸収部材�
とのすれ違いを防止�

　 衝撃をより広い面で受け止め�
エネルギーを効率良く分散�

両立�

1 2

3

テスト車両によるクルマ相互の衝突実験（左エリシオン）� テスト車両によるクルマ相互の衝突実験（右エリシオン）�

クルマとクルマのより安全な共存をめざ す 、�

革新のコンパティビリティ対応ボディ。�
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安 全 性 能  

相手車両の衝撃吸収部材との 
すれ違いを防止 
ロアメンバーにより、 

相手車両の衝撃吸収部材との 

すれ違いを防止します。 

衝突時の衝撃の分散化 
衝突時の衝撃をより広い面で 

受け止める構造とし、 

効率よく分散させます。 

ロアメンバー 
相手車両の衝撃吸収 

部材とのすれ違いを防止 

メインフレーム 
高効率なエネルギー吸収 

アッパーフレーム 
上部のエネルギー吸収 

■コンパティビリティ対応ボディ 

■衝突エネルギー吸収割合の変化イメージ（自社軽クラスの乗用車との衝突の場合） 

エネルギー吸収率の増大 

衝
突
前 

衝
突
時 

旧ボディ構造 エリシオン 

旧ボディ構造 

エリシオンの 
ボディ構造 

自車両のエネルギー吸収率 相手車両のエネルギー吸収率 

エンジンルームで衝突エネルギーを高効率に吸収することで、 
キャビンへの負荷を大幅に低減するとともに、相手車両への攻撃性を低減。 

すれ違いを防止する衝撃吸収部材と、衝撃を広い面で受け止める骨格による 
高効率衝撃吸収構造、コンパティビリティ対応ボディ。 

頭部や脚部に対する衝撃吸収構造を採用した、 
歩行者傷害軽減ボディ。 
Hondaでは、万一の際の歩行者衝突時の傷害軽減を目指した、歩行者

傷害軽減ボディの開発に独自に取り組んでいます。生命に関わるダ

メージを最も受けやすい頭部はもちろんのこと、さらに脚部にも対応。ボン

ネットフード、ボンネットヒンジ、ワイパー取り付け部、フロントフェンダー、バン

パーに衝撃吸収構造を採用しています。 

運転席用＆助手席用のi-サイドエアバッグシステム 
（助手席乗員姿勢検知機能付）を設定。（全タイプにメーカーオプション） 
車両の左右と中央部に側面衝突検知センサーを設置。より的確なタイ

ミングで作動します。また、乗員姿勢検知センサーを助手席シートに内蔵。

体格や姿勢を検知してエアバッグの展開を緻密に制御します。 

運転席と助手席に頚部衝撃緩和シートを全タイプに採用。 
後方からの衝突時に頭部と体は別 な々力を受けてしまうため、頚部への

負担が大きくなってしまいます。そこで、衝突時に体を沈み込ませる特性

をシートバックに持たせるとともに、ヘッドレストの取り付け位置や角度を最

適化。頚部にかかる負担を軽減しています。 

その他、全タイプに備えた安全装備。 
●2列目シート3点式ELR/ALR※（チャイルドシート固定機構）シートベルト
　（中央座席は2点式マニュアル） ※サイドリフトアップシートにはALRは装備されません 

●3列目シート3点式ELRシートベルト（中央座席は2点式マニュアル） 

●ISO FIX対応チャイルドシート固定専用バー（2列目左右席※）＋ 
　テザーアンカー（2列目左右席※） ※サイドリフトアップシートには装備されません 

運転席と助手席に3点式ロードリミッター付 
プリテンショナーELRシートベルトを、 
運転席にはラッププリテンショナーを 
全タイプに標準装備。 
3点式ロードリミッター付プリテンショナーELRシートベルトを1列目シートに

装備し、さらに運転席には、ショルダーベルト側プリテンショナーに加え腰

ベルトの外側にラッププリテンショナーを採用。胸部とともに腰部の乗員拘

束性能をさらに高めています。 

頭部衝撃保護インテリア 
室内のルーフサイドや各ピラー内部を衝撃吸収構造とし、衝突時に乗員

の頭部への衝撃を緩和します。 

運転席用＆助手席用i -SRSエアバッグシステムを 
全タイプに標準装備。 
衝撃（G）を受けた状況を、より緻密に検知・判断する作動プログラムを

設定。デュアルインフレーターを採用し、衝撃の大きさによって2つのインフ

レーターを同時に点火するか時間差を設けて点火するかを判断し、エア

バッグの展開出力を2段階にコントロールします。 

側面衝突時の頭部への衝撃を緩和する、 
3列に対応したサイドカーテンエアバッグシステム 
を設定。（全タイプにメーカーオプション） 
側面衝突時に子供から大人までさまざまな体格の乗員の頭部や頚部

を広範囲で保護し、特にピラーへの頭部衝突を防ぐ展開性能を実現

したサイドカーテンエアバッグシステムを3列すべてに対応させました。

シートのスライド範囲すべてで充分な保護性能を発揮する大型のエア

バッグを採用しています。サイドウインドウのほぼ全面に広がる大型エア

バッグを瞬時に展開させるために低温ガス（全圧縮ガスタイプ）インフレ

ーターを採用。極めて速い展開速度に加え、バッグの厚さの拡大も可

能となり、衝突の衝撃をより効果的に吸収。頭部への傷害を大幅に軽

減しています。また、衝撃センサーは各列左右と車体中央に設置し、側

面衝突の形態に応じてサイドカーテンエアバッグシステムと運転席用＆

助手席用のi-サイドエアバッグシステムが最適なタイミングで作動するよ

うに制御しています。 

前方向からの衝撃に対し、アッパーフレームやロアメンバーによってエネルギーを分散・吸

収し、さらにフロントピラーやフロアに拡散。ロアメンバーが相手車両の衝撃吸収部材との

すれ違いを防ぎ、アッパーフレームとともに衝撃をより広い面で受け止めることで、ショー

トノーズながら極めて高効率な衝突エネルギー吸収を実現し、キャビンへの負荷を大幅

に低減。自己保護性能を向上するとともに相手車両への攻撃性も低減しています。エリ

シオンは、こうしたコンパティビリティ対応構造に加え、フロアフレームをストレートかつ大断

面にすることで屈曲に対する剛性を向上。キャビンの変形を抑制し、自己保護性能をい

っそう高めています。さらに、ボディ骨格には

高張力鋼板（ハイテン材）の採用を大幅に

拡大するなど、全方位からの衝突に対し

てエネルギー吸収効率の高い構造を実

現しています。 

●衝撃吸収ワイパー 
ワイパー取り付け部を変形しやすい構造とし、 
衝突時の衝撃を吸収。 

●衝撃吸収ボンネット 
エンジンなどとボンネットフードの間に空間を確保し、 
衝突時の衝撃を吸収。 

●衝撃吸収フェンダー 
フェンダーを変形しやすい構造とし、 
衝突時の衝撃を吸収。 

●ボンネットヒンジ部衝撃吸収構造 
ボンネットの取り付けヒンジ部を変形しやすい 
構造とし、衝突時の衝撃を吸収。 

●衝撃吸収バンパー 
バンパービームを二段構造とし、 
衝突時の衝撃を吸収。 

ロードリミッタ－ プリテンショナ－ 

ラッププリテンショナ－ 

■運転席シートベルト作動イメージ 

写真は機能説明のため、運転席用＆助手席用i -SRSエアバッグ、1列目シート用i -サイドエアバッグ、 
サイドカーテンエアバッグともに展開した状態を再現し、合成したものです。 

入力 

入力 

■フロア骨格構造図 

相手車両の 
衝撃吸収部材 
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全タイプ、国土交通省 
「平成17年排出ガス基準75%低減レベル」認定を取得。 
高精度な空燃比制御などによる高効率な燃焼に加え、3.0rエンジン

では、エキゾーストマニホールド一体型シリンダーヘッドやシリンダー

ヘッド直下型キャタライザーの採用など、2.4rエンジンでは、後方排気

システムや低ヒートマス排気管、高密度セルキャタライザ－の採用など

によって、極めて優れた排出ガス浄化性能を実現。全タイプで国土交通

省「平成17年排出ガス基準75%低減レベル」認定を取得しています。 

フル電動の回転・昇降シートを採用。 
エリシオンでは、「サイドリフトアップシート車」と「助手席リフトアップ

シート車」を用意しました。どちらもスイッチひとつの簡単操作で回

転から昇降までフル電動で行えるシートを採用し、乗り降りをスムー

ズにサポート。さらに、車いすをすっきりと収納できる、車いす固定

用ネット＆保護カバーを標準装備しています。 

1列目と同等の快適な座り心地が得られる 

「サイドリフトアップシート車」。（G、VGに設定） 

ドライバーと一緒に大きな開放感が得られる 

「助手席リフトアップシート車」。（G、VGのFFに設定） 

フル電動の回転・昇降シートを助手席に設置。ドライバーの隣で明るく

大きな開放感を得ることができます。ベース車の助手席シートと同等の、

ロングドライブでも疲れにくい快適な座り心地を提供します。またフル

リクライニング機構も装備しています。 

優れたクリーン性能、低燃費、リサイクル性の向上など、 

高水準を達成した環境性能。 

上質な移動の時間と空間をすべ ての人に。 

2 つのリフトアップシート車を設定。 

環境性能  

全タイプ、「平成22年度燃費基準＋5%レベル」を 
達成し、“グリーン税制”優遇措置も適用※。 
i-VTEC機構をはじめとする高効率な燃焼技術や、3.0rエンジンに採

用した「可変シリンダーシステム」などによって、低燃費を実現。そのうえ

で、トランスミッションのきめ細かな制御による伝達効率の向上、細部に

わたる軽量化、空力性能の向上などにより、全タイプで「平成22年度燃

費基準＋5%レベル」の優れた燃費性能を達成。さらに、「平成17年排

出ガス基準75%低減レベル」認定を取得したことで、“グリーン税制”

の最も高い優遇措置を受けることができます。※装置型式指定車を除く 

リサイクル可能率90％以上※を実現。 
インテリア、エクステリアの樹脂部品からPVC（ポリ塩化ビニール）を

積極的に減らし、リサイクルしやすく環境にやさしい材料選定を行い

ました。特にインテリアのインジェクション成型部品のほとんどにリサイ

クル性に優れたオレフィン系樹脂材を使用。PVC（ポリ塩化ビニール）

の使用量を大幅に削減しています。また樹脂パーツへの識別記号

の表示など、リサイクル可能率をクルマ全体で90％以上※としました。

※Honda独自の算出基準による 

鉛レス化を推進し、96年レベルの1/10以下に削減。 
燃料タンクを樹脂製にし、ボディ電着塗装の脱鉛を可能にする塗料を

開発するなど、鉛の使用量を1996年レベルの1/10以下に削減しました。 

■経済産業省「リサイクルイニシアチブ」による業界目標は、鉛の使用量を2006年1月以降1996年

レベルの1/10以下に削減することを目指すものです。 

リサイクル材の使用を拡大。 

Hondaでは六価クロムの使用全廃を目指し、使用量の削減を推進して

います。エリシオンでは、フューエルフィラーパイプ、パワーステアリング・

フィードホースの金属パイプ、ブラケット類などのメッキコーティング剤に

ついて、六価クロムの使用を廃止しています。 

■日本自動車工業会による自主規制目標は、六価クロムの使用について2008年1月全廃を目指すものです。 

六価クロムの使用量削減を推進。 

Hondaでは、ディーラーからのバンパー回収リサイクルシステムを確

立し、回収したバンパーを再生材として再利用しています。エリシ

オンでは、バンパーサイドスペーサーやスプラッシュシールドに再生樹脂を

使用しています。 

骨格および部材レベルで大幅な軽量化を達成。 
走行性能や燃費性能の向上に寄与する軽量化をボディ全体にわ

たって推進。ボディ骨格に軽量・高剛性な高張力鋼板（ハイテン材）

を広範囲で使用したうえで、部品の一体化やアルミなどの軽量素材

の採用を推進し、吸音ダッシュボードインシュレーターには高密度フ

ェルト＋低密度フェルトを採用。さらに、エアコン用コンデンサー/エ

バポレーターを薄肉化するなど、骨格や部材レベルで大幅な軽量

化を達成しています。 

福祉車両  

フル電動の回転・昇降シートを2列目左サイドに設置しました。1列目シ

ートと同等の、ロングドライブでも疲れにくい快適な座り心地を提供します。

しかもアームレストを左右に備え、電動シートスライド機構、フルリクライニ

ング機構、1～2列目のフルフラット機構も装備。また、「サイドリフトアップ

シート車」は型式指定を受けたことで“グリーン税制”の優遇措置を受け

ることができます。（乗車定員7名となります） 

「平成２２年度燃費基準＋5％達成車」表示マーク 
平成２２年度燃費基準を5％以上上回る優れた 
燃費性能を達成した車両に与えられます。 

Photo ： G（FF） サイドリフトアップシート車 ディーラーオプション装着車 

Photo ： G（FF） サイドリフトアップシート車 

Photo ： G（FF） 助手席リフトアップシート車 

「平成17年排出ガス基準75％低減レベル」認定車表示マーク 
平成17年排出ガス規制のNMHC、NOxについて基準値を75％以上
下回る優秀な環境性能を達成した車両に与えられます。 

すべての製品の生産から廃棄まで、さらにHondaがかかわる全活動に
高い環境意識と独自の視点が生み出す技術、それがHondaのエコ
ロジー・コンシャス・テクノロジー、e -T ECH（イーテック）です。 

助手席リフトアップシート車は、装置型式指定車のため、グリーン税制（低燃費・低公害車の普及促進 

優遇税制）の対象外となります。 
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トランスミッション  �

全長（m） �
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全高（m） �

ホイールベース（m） �

トレッド（m）（前・後） �

最低地上高（m） �

車両重量（O） �

                         最大車両重量（O）※1�

乗車定員（名） �
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弁機構  �
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燃料タンク容量（R）   �

最高出力（kW［PS］/rpm）＊  �

最大トルク（N･m［O･m］/rpm）＊  �
燃料消費率（km/R）10･15モード走行（国土交通省審査値）  �

主要燃費向上対策  �

最小回転半径（m）  �
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  5速�

  後退�
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G

V6 3.0R i-VTEC＋PGM-FI  

FF 4WD

X

FF 4WD

VG

FF 4WD

VX VZ

FF 4WD FF

タイプ�

車名・型式�

サイドリフトアップ�
シート車�

FF 4WD

サイドリフトアップ�
シート車�

主要諸元�

�

�

ホンダ･�
DBA-RR1

ホンダ･�
DBA-RR2

ホンダ･�
DBA-RR1

ホンダ･�
DBA-RR2

ホンダ･�
DBA-RR1

ホンダ･�
DBA-RR2

ホンダ･�
DBA-RR1

ホンダ･�
DBA-RR2

ホンダ･�
DBA-RR3

ホンダ･�
DBA-RR4

ホンダ･�
DBA-RR3

ホンダ･�
DBA-RR4 

ホンダ･�
DBA-RR3 

ホンダ･�
DBA-RR4 

ホンダ･�
DBA-RR3

8 7 8�
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�

�

�

�

�

�

�

�

�

7 8

K24A  �

水冷直列4気筒横置      �

DOHC　チェーン駆動　吸気2　排気2      �

2,354 �

87.0×99.0�

9.7 �

�

無鉛レギュラーガソリン �

J30A�

水冷V型6気筒横置�

SOHC　ベルト駆動　吸気2　排気2�

2,997�

86.0×86.0�

11.2�

�

無鉛プレミアムガソリン※2

2.935/1.580/1.265（サンルーフ装着車1.260）�

電子制御燃料噴射式（ホンダPGM-FI） �

可変バルブタイミング/ロックアップ機構付トルコン� 可変シリンダーシステム/ロックアップ機構付トルコン�

215/65R16   98S 215/65R16　98S

■※1 メーカーオプションを組み合わせて装着した場合の最大車両重量です。各組み合わせ装着の車両重量は販売会社にお問い合わせください。�
■※2 無鉛レギュラーガソリンをお使いになることもできます。その場合エンジンの性能を十分に発揮できません。        �
■＊はネット値です。「ネット」とはエンジンを車両に搭載した状態とほぼ同条件で測定したものです。        �
■新単位として、出力は「PS」から「kW」に、トルクは「O･m」から「N･m」に切り替わっています。        �
■燃料消費率は、定められた試験条件のもとでの値です。実際の走行時には、この条件（気象、道路、車両、運転、整備などの状況）が異なってきますので、それに応じて燃料消費率が異なります。        �
★エリシオンは全タイプ、グリーン税制（低燃費・低公害車の普及促進優遇税制）の対象となります。ご購入時に自動車取得税の軽減措置が受けられます（平成18年3月31日まで）。�
また、ご購入の翌年度の自動車税について軽減措置が受けられます（平成18年3月31日までの新車登録車を対象）。    �
■主要諸元は道路運送車両法による型式指定申請書数値。■ELYSION、G-CON、IHCC、INTER NAVI SYSTEM、PGM-FI、プロスマテック、VSA、VTECは本田技研工業株式会社の登録商標です。        �
■製造事業者：本田技研工業株式会社        

■三面図（VX 〈FF〉サンルーフ非装着車） 単位 ： mm 

A（左／中央／右）：480／450／480　�

B（左／中央／右）：485／460／485　�

C（左／中央／右）：1025（回転式：1030）／985（回転式：990）／980（回転式：990）　�

D（左／中央／右）：940／920／920　�

E：855（回転式：835）　�

F：600（回転式：580）�

118［160］/5,500�

�218［22.2］/4,500
�184［250］/6,000�

�309［31.5］/5,000
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A

2.4RDOHC i-VTEC＋PGM-FI 

駆動方式�

装備／諸元�

3837

※1　左右席。2列目、3列目ともに中央座席は2点式マニュアル。�

※2　サイドリフトアップシート車の2列目助手席側にはALRは装備されません。3列目中央座席は2点式マニュアル。�

※3    「VSA」を装着した場合、「学習機能付電子制御ブレーキアシスト」となります。       �

※4　「VSA」と「AFS」はセットでメーカーオプションとなります。           �

※5    「リアカメラ付音声認識Honda･HDDナビゲーションシステム」を装着しない仕様も選べます。その際AM/FMチューナー付CDプレーヤー＋6スピーカーが装着され［－329,700円（消費税抜き －314,000円）］となります。�

※6　「リアエンターテインメントシステム」は、「リアカメラ付音声認識Honda･HDDナビゲーションシステム」を装着した場合に装着できます。「電動ダブルサンルーフ」との同時装着はできません。       �

※7　「リアカメラ付音声認識Honda・HDDナビゲーションシステム」を装着した場合、オーディオ機能はナビゲーションシステムに統合されます。�

※8　「リアカメラ付音声認識Honda・HDDナビゲーションシステム」と機能統合され、TV/AM/FMチューナー付DVD/CDプレーヤーとなります。      �

※9　「プレミアムサウンドシステム〈アキュリーフ〉」は「リアカメラ付音声認識Honda・HDDナビゲーションシステム」を装着した場合に装着できます。       �

※10　「オーディオレス仕様」は、［－26,250円（消費税抜き －25,000円）］となります。その際「オーディオリモートコントロールスイッチ」と「アクセサリーソケット」は装着されません。�

※11  MとGの挟み込み防止機構は運転席のみとなります。       �

※12  「パワースライドドア（リア右側）」と「Honda スマートカードキーシステム」はセットでメーカーオプションとなります。�

※13   タイプ、装備内容によりトランスミッターはキー一体タイプまたは別体タイプとなります。       �

※14  「リアエンターテインメントシステム」と「AC100V電源」はセットでメーカーオプションとなります。       �

※15  「トリプルゾーンコントロール･フルオートエアコンディショナー」、「2列目回転機構付6:4分割チップアップ&スライドシート」、「2列目/3列目シートセンターヘッドレスト」はセットでメーカーオプションとなります。�

＊一部合成皮革を使用しています。        

�
■メーカーオプションは組み合わせによっては同時装着できない場合がございます。また他の複数のメーカーオプションとセット装着になる場合がございます。    �
��
■仕様ならびに装備は予告なく変更することがあります。あらかじめご了承ください。    �
■タイプ、カラー、オプション等により納期が異なります。�

�
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M

運転席用＆助手席用i-SRSエアバッグシステム  �

１列目シート用i-サイドエアバッグシステム（助手席乗員姿勢検知機能付）  �

サイドカーテンエアバッグシステム（1～3列目シート対応）  �

頚部衝撃緩和１列目シート  �

1列目シート3点式ロードリミッター付プリテンショナーELRシートベルト＋運転席ラッププリテンショナー  �

2列目/3列目シート3点式ELR/ALR（チャイルドシート固定機構）シートベルト�

EBD（電子制御制動力配分システム）付ABS（4輪アンチロックブレーキシステム）＋ブレーキアシスト�

  �

VSA（ABS＋TCS＋横すべり抑制） �

追突軽減ブレーキ（CMS）＋E-プリテンショナー（運転席/助手席）  �

ISO FIX対応チャイルドシート固定専用バー（2列目シート）＋テザーアンカー（2列目シート）  �

AFS〈アダプティブ･フロントライティングシステム〉（オートレベリング機構付）  �

ディスチャージヘッドライト〈HID〉（ロービーム）�

リアカメラ付音声認識Honda･HDDナビゲーションシステム＋プログレッシブコマンダー（8インチワイドディスプレイ、�

TV/AM/FMチューナー付DVD/CDプレーヤー＋6スピーカー〈インターナビ･プレミアムクラブ対応〉） �

リアエンターテインメントシステム（9インチワイドディスプレイ、TVチューナー付DVD/CDプレーヤー）※6�

AM/FMチューナー付CDプレーヤー＋6スピーカー �

プレミアムサウンドシステム〈アキュリーフ〉（AM/FMチューナー付CDプレーヤー※8　＋7スピーカー） �

オーディオレス仕様（4スピーカー装備）�

オーディオリモートコントロールスイッチ（照明付） �

IHCC〈インテリジェント・ハイウェイ・クルーズコントロール〉（照明付ステアリングスイッチ）＋マルチインフォメーション・ディスプレイ�

クルーズコントロール（照明付ステアリングスイッチ） �

スノーモードスイッチ�

パワーウインドウ（スイッチ照明付/挟み込み防止機構付※11）�

�

パワースライドドア　　　　　　　　　　　　　  リア左側�

（タッチセンサー/挟み込み防止機構付）　　　　　リア右側�

パワーテールゲート（挟み込み防止機構/イージークローザー付、リモコン開閉式）�

電動ダブルサンルーフ（リア:ワンタッチ式/挟み込み防止機構付）※6 �
電波式キーレスエントリーシステム（ウエルカムランプ機能/アンサーバック機能付、トランスミッター2個付）※13 �

Honda スマートカードキーシステム�

車速連動オートドアロック（テールゲート連動） �

セキュリティアラーム �

イモビライザー �

AC100V電源 �

アクセサリーソケット �

フロント左右独立温度コントロール式フルオート・エアコンディショナー＋リアマニュアルクーラー �

トリプルゾーンコントロール･フルオートエアコンディショナー �

オートライトコントロール �

熱線入りフロントウインドウ �

エアクリーンフィルター �

2列目/3列目シート用左右独立エアコンアウトレット �

スーパー立体自発光メーター �

本革シート＊（運転席＆助手席シートヒーター付） �

運転席8ウェイパワーシート（スライド/リクライニング/ハイト前･後） �

運転席シートハイトアジャスター �

2列目6:4分割チップアップ＆スライドシート　 �

2列目回転機構付6:4分割チップアップ＆スライドシート �

2列目左側サイドリフトアップシート（両側アームレスト付） �

2列目右側キャプテンシート（両側アームレスト付） �

3列目6:4分割チップアップ＆スライドシート �

2列目/3列目シートセンターヘッドレスト �

1列目シートアームレスト �

2列目シートサイドアームレスト（左右席外側） �

2列目シートセンターアームレスト（カップホルダー付） �

3列目シートセンターアームレスト �

1列目シートセンターテーブル（折りたたみ式/カップホルダー付）  �

1列目シートバックポケット（運転席/助手席） �

2列目シートバックポケット（左右席） �

コンビニフック（運転席/助手席背面） �

本革&木目調コンビステアリングホイール �

本革&木目調コンビATセレクトレバー �

木目調ATセレクトレバー�

木目調インストルメントパネル �

木目調フロントドアパネル �

木目調リアドア/リアサイドパネル �

3列目シート用サイドポケット/カップホルダー（左右） �

ステンレス製サイドステップガーニッシュ＆テールゲートステップガーニッシュ �

ブルーイルミネーション �

車いす固定用ネット＆保護カバー、ラゲッジフック �
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FF 4WD FF 4WD

G

FF 4WD FF 4WD

X

FF 4WD

VG

FF 4WD

VX VZ

FF 4WD FF

タイプ�

駆動方式�

主要装備� ◎　はメーカーオプション（ご注文時にお申し付けください）�●　は標準装備�
�

�

●1列目シートベルトショルダーアジャスター　●フットパーキングブレーキ　●ドアビーム　●室内難燃材　●ハイマウント･ストップランプ　●運転席シートベルト締め忘れ警告ブザー＆警告灯（シートベルトリマインダー付）�
●チャイルドプルーフ     �
�
�
●パワーステアリング　●チルトステアリング　●パワードアロック（テールゲート連動）　●スライドドアイージークローザー（左右）　●リアヒーターダクト（1列目シート下）　●液晶ツイントリップメーター（外気温/平均燃費/瞬間燃費表示機能付）　�
●イグニションキー照明　●イグニションキー抜き忘れ警告ブザー　●フットレスト　●ライト消し忘れ警告ブザー　●パーキングブレーキ解除忘れ警告ブザー�
�
�
●運転席用＆助手席用バニティミラー付サンバイザー（照明付）　●グローブボックス照明　●灰皿照明（ブルーLED）  ●コインポケット　●スライドドア・カップホルダー　●センターロアポケット　●ドアポケット（フロント/リア）�
●カーテシランプ（フロント/リア）　●サングラスボックス　●1列目/2列目/3列目シート用左右独立ルームランプ　●ラゲッジルームランプ�

全タイプ標準装備�

安全装備�

快適装備�

インテリア�

●※3�
�

●※3�
�

●※3�
�

●学習機能付�
電子制御ブレーキ�

アシスト�

エ
ク
ス
テ
リ
ア�

走
行
関
連

走
行
関
連�

メ
カ
ニ
ズ
ム�

タ
イ
ヤ
/
�
/
�

ホ
イ
ー
ル�

��

 �

エアロフォルムバンパー　�

ボディ同色サイドシルガーニッシュ�

クロームメッキ・アウタードアハンドル  �

ハーフシェイド･フロントウインドウ �

フロントドア撥水ガラス �

ボディ同色電動格納式リモコンドアミラー（スイッチ照明付） �

�

 ドアミラーウインカー�

車速連動間欠フロントワイパー（バリアブル間欠/ミスト機構付） �

可変シリンダーシステム �

アクティブコントロールエンジンマウント �

アクティブノイズコントロール �

DBW〈ドライブ・バイ・ワイヤ〉 �
ツインサイレンサー �
フロントベンチレーテッドディスクブレーキ（2ポットキャリパー） �
16インチアルミホイール＋スチールラジアルタイヤ（215/65R16  98S） �
17インチアルミホイール＋スチールラジアルタイヤ（215/60R17  96H）  �
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●スイング開閉式リアクォーターウインドウ　●プリントアンテナ　●間欠リアワイパー　●全面高熱線吸収UVカットガラス　●プライバシーガラス（リアドア/リアクォーター/テールゲート）　●熱線式リアウインドウデフォッガー　�
●エキゾーストフィニッシャー�
�
�
●リアディスクブレーキ　●4輪ダブルウイッシュボーン･サスペンション　●フローティング・サブフレーム　●スタビライザー（フロント/リア）�

エクステリア�

走行関連メカニズム�

●�
●�

ヒーテッド�
�

●�
●�

ヒーテッド�
�

●�
親水/ヒーテッド�

�

●�
親水/ヒーテッド�

�

●�
親水/ヒーテッド�

�
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ヒーテッド�
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ヒーテッド�
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サイドリフトアップ�
シート車�

サイドリフトアップ�
シート車�

   ●        ◎�

V6 3.0R i-VTEC＋PGM-FI  2.4RDOHC i-VTEC＋PGM-FI 
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